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はじめ に

この「博物館自然リサーチ」は平成9年度から本年度（平成13年度）までの5カ

年計画で始まった「親と子の自然観察ゼミナール事業」の一環であります。

この事業は「親と子の自然ウオッチング」と「博物館自然リサーチ」の二つの活動

から成り立っております。前者は路傍300種に親しむ運動（身近な生物や岩石の名

前を知ることにより自然のしくみを理解する運動）を基本にした自然観察会で，後者

は自然のしくみや人と自然のつながりを，公募した親と子の調査員と博物館員が一緒

に年間をとおしてモデル調査地を調査する活動です。

博物館自然リサーチ活動はこれまで「農村の自然」（平成9年度，金峰町)，「都市の

自然」（平成10年度，国分市・隼人町)，「草原の自然」（平成11年度，鹿児島大学

の入来牧場)，「水辺の自然」（平成12年度，入来町の八房川）を調査しました。各年

度，調査対象の昆虫，植物，烏，は共通していますが，調査地の特色を生かしまして，

地質，土壌動物，貝，家畜動物，水生動物が対象となっているところもあります。

これらの調査結果はそれぞれ報告書が発行されており，調査方法も網羅され，親子調

査員のオリジナリティーあふれる貴重な資料となっています。

この活動の最終年度に当たります今年度は，「森の自然」をテーマに鹿児島市南部の

川辺町と境を接している火の河原地区をモデル調査地としました。昆虫，植物，烏，

土壌動物・地質の4班に分かれて，総勢125名の親子の皆さんが参加して，5月，

7月，9月，11月に各1回の熱心な調査が展開されました。本報告書はその集大成

であります。この報告書にすべての活動の様子を載せることはできませんでしたが，

各班のどこのページからも自然に対する感動と調査に対する高い興味関心が伺えます。

なお，本年度の活動は，調査地の火の河原地区の公民館長はじめ地区の皆さん方の駐

車場やトイレの快い提供をはじめとする諸々のご協力なしには成就できませんでした。

ここにこの場を借りまして篤く御礼申し上げます。

さらに，この活動を終えるに当たり，この5年間の調査に参加くださった延べ612

名の親子の皆様に深く感謝申し上げますとともに，外部講師として指導に当たられた

専門家の皆様，そして関係教育委員会，関係大学および関係調査機関の皆様にも改め

てお礼申し上げます。

本報告書がこれまでの4つの報告書の隣に並ぶわけですが，5つの報告書のどれかを

紐解くたびに本活動に関わった人々のエネルギーと自然に対する思いを斜酌していた

だければ幸いです。

平成14年3月

鹿児島県立博物館

館長畑田健治
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I事業概 要

身近な自然を楽しみながら，観察や調査活動を行う。この活動を通して，郷土の自然の成り立

ちや人と自然との関わりについて探究するとともに，「親子のふれあい」「自然との出会い」の契

機とする。

この趣旨で親子リサーチが始まり，今年度で5回目，最後の年を迎えた。

平成13年度は「森の自然」をテーマに，鹿児島市南部と川辺町北部の境にあたる火の河原地

区で4回実施した。鹿児島市から調査地へは，鹿児島・加世田線の錫山バイパスの錫山小・中学

校近くの信号を左折し北松ケ野で鹿児島・川辺線へ出る道，坂之上から鹿児島・川辺線を南下し

北松ケ野へ出る道，錫山街道・指宿スカイラインの錫山インター上の小道を川沿いに北松ケ野へ

出る道の3通りがある。北松ケ野からは，南松ケ野を経て瀬戸山との分かれ道を左の方へ南下し

ていくと火の河原地区へ出る。

調査地は火の河原分校跡を基点とし，主にその周辺を調査したが，班によっては松ケ野川の城

水橋周辺を調査したり，金峰山の山頂駐車場や鹿児島市の慈眼寺公園で観察したりすることもあっ

た。

調査の実施にあたって，火の河原分校跡集会所のトイレや駐車場を借用させていただき，調査

活動を円滑に進めることができた。また，博物館友の会の満尾先生，及び元博物館学芸指導員の

川越先生の両先生には植物班の講師としてご協力いただいた。諸氏のご協力に感謝申し上げる。

募集にあたっては，昨年度に引き続き今回もリーフレットを作成し，鹿児島市・喜入町・金峰

町・吹上町・松元町の全小中学校に配布して参加を呼びかけるとともに，新聞等でも広報した。

その結果，募集数を大幅に上回る125名の応募があった。そのため，急遼募集数を増やし，参

加を希望する親子を受け入れることにした。

調査は参加者が調査員になり，博物館職員や館外講師と一緒になって「森の自然」を構成する

地質・土壌動物，植物，昆虫，烏の4班に分かれ，4回の現地調査を実施した。また，各自でテー

マを持ち，年間を通しての日常的・継続的な観察や調査も個々で行うことにした。

－1－
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Ⅱ観察地の概要

1火の河原地区の位置と地形の概要

「森の自然」の観察地である火の河原地区は，鹿児島市南部と川辺町北部の境界付近に位置

している（図－1）。鹿児島湾は南北に細長くのびる地形になっているが，ここは鹿児島地溝
かんぼつ

（図－2）と呼ばれており，両側が断層で切られた陥没地帯になっている。断層がつくる崖の

頂上は分水嶺になっており，河川は鹿児島湾側とその反対の東シナ海側に注いでいる。一般に

鹿児島湾側の河川は勾配が大きく，しかも距離が短い特徴があるのに対し，東シナ海側の河川

はその逆になっている。
すず

火の河原地区は断層がつくる崖の西側に位置し，鹿児島市錫山から川辺町・金峰町に至る山

地の頂点付近になる。錫山はその名の通りかつて錫鉱を採掘していた所（図－1）で，現在も
しまんとるい

坑道および採掘場が残されている。この錫鉱は，約1,500万年前に四万十累層群（中生代白

亜紀の地層）に貫入した，石英斑岩～石英閃緑岩の影響で形成されたもので，日本では比較的

珍しいものである。
りょうせん

山地の稜線は断層に沿う部分ではおおよそ南北，その西側はおおよそ北東から南西方向へ延

びているが，西側は山地をつくる四万十累層群の延びの方向と一致している。図－1にあるよ
きゅうしゆん

うに，山地は標高400m～500mで比較的急峻であるが，各山体の規模はそれほど大きくなく，

高さ数百rn,長さ1～2km程度である。これら山地と山地の間は狭く，しかもその間は溶

結凝灰岩が埋めている。そこにはV字状やU字状をした深い谷が刻まれ，浅い所で20m,深

い所では100mに達する。この谷は東シナ海へ注ぐ万之瀬川が刻んだもので，比較的柔らか

い溶結凝灰岩からできているため，このような深い谷になったものである。

火の河原地区は山地の間に挟まれた狭い盆地地形になっている。地区の北側には標高478m

の山地，東側には標高400m級の山地，南側には標高590m近い熊ケ岳があり，西側部分の

みが標高200mで開けている。盆地の内部は分校跡の北側から熊ケ岳北裾野を流れる「ひの

こら川」に向けゆるく傾き，途中の畑や田は階段状になっている。盆地の表層をつくる地層は
がいすい

集落北側および西側の山地から崩れ落ちてきた土砂（崖錐たい積物や河川たい積物）で，熊ケ

岳から崩れ落ちてきたものはほとんど無い。

j田山 奥ケ野
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図－1火の河原地区の地形 図－2鹿児島地溝と調査地区
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2火の河原地区の歴史的概要

今から約170年前，製鉄と製炭のため万之瀬川下流の川辺方面から移住してきたのが，この

地の始まりである。火の河原地区の製鉄については単に口伝があるばかりでなく，ひのこら川

と万之瀬川の合流点に数多くの「かなくそ」（鉄を作る際に発生した不純物を多く含む不良品）

が出土している。

当時，鉄の精錬には砂鉄から素鉄にするまで約15日ほどかかり，この間木炭は砂鉄の約10

倍必要であった。なお，ふいどの動力には，ひのこら川沿いの水車を利用していた。砂鉄はほ

とんど喜入町の前之浜から肩に背負ったり，馬を利用して運搬したとみられる。砂鉄を運ぶ百

姓の歌に「シャバでムイなものは西目の百姓，前之浜から砂運ぶ．・・・」とあり，この歌から

も当時の製鉄を行う人たちにとっては，砂鉄運搬が相当きつい仕事だったことが伺える。

製鉄が砂鉄のとれる海岸でなく，火の河原地区にできた理由としては，次のようなことが考

えられる。当時の製鉄に用いる燃料はすべて木炭であり，しかも，その消費量は砂鉄の約10

倍にも達していた。したがって，運搬する量を考えると，海岸より木炭のたくさんとれる所が

よい。木炭の材料になる広葉樹が火の河原地区にはたくさんあった。また，質のよい鉄を作る

には，流れの速い水で砂鉄を何回も水洗いして，できるだけ純粋に近い砂鉄にする必要があっ

た。さらに，木炭を勢いよく燃やすために使われるふいどの動力には，水車を使った。これら

のためには，川の下流より上流の方が都合がよく，水車を設置しやすい地形なども火の河原地

区にあったのではないだろうか。当時の製鉄事業は薩摩藩の事業であり，幕府や他藩に対して

秘密を守るという意味からも，人里離れた山奥深い火の河原地区は最適の地であったのだろう。

このような諸条件が重なりあって，火の河原地区で製鉄事業が行われたのである。

「火の河原」の火は，製鉄や製炭に使われた火を意味している。

－3－



Ⅲ 活動 内容

<地質〉

1地質の概要

森の自然の観察地である火の河原地区は，周囲を標高400～500mの山々に囲まれた盆地

状の地形になっており，わずかに西側が地峡状に開いている。とくに南側にはこの付近で一番

高い熊ケ岳があり，山間の集落地という環境である。

盆地の内部には万之瀬川の一支流である「ひのこら川」が流れている。水源地に近いわりに

水量が豊富であるのは，山地に囲まれて他の地域にくらべ雨が多いこと，森林が豊かで保水力

が大きいことが考えられる。河川は盆地の南端を東側から西側へ流れているが，鹿児島市と川

辺町の境界付近では少し蛇行している。
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図 －1火の河原地区の地形 図 － 2 鹿 児 島 地 溝 と 調 査 地 区

しまんとるい

火の河原の地質は比較的単純であり，大きくは①山地をつくる四万十累層群②河川沿いに

分布する溶結凝灰岩③盆地の端にたい積するシラス④河川のたい積物⑤畑などの地下に

ある軽石層からできている。
けつがん

火の河原地区の山地には主に頁岩（泥岩が押しつぶされ平板になった岩石）と砂岩が分布し

ているが，これは今から約1億年前の中生代白亜紀に，深海底にたい積した砂や泥が固まって

できた地層で四万十累層群と呼ばれ，西日本の広い範囲に分布している。鹿児島県内でもこの

地層が大地の土台を造っており，シラスを取り除くとほとんどこの地層が占めている。

ところで錫山は錫鉱があることから名付けられた地名であるが，この錫鉱は立神や瀬戸山，

熊ケ岳東方に貫入した石英斑岩や石英閃緑岩など，酸性火成岩類マグマの活動によってできた
かんにゅう

ものである。火の河原地区にはこれらの岩石は現れていないが，この岩石の貫入による熱変成

作用を受け，頁岩や砂岩はホルンフェルスという硬い岩石に変化している。地層の延びる方向

はおおよそ北北東から南南西の方向，傾斜の方向は西側で傾斜角が大きい。

火の河原地区周辺では四万十累層群の上に石ころまじりの泥がたい積しているが，これは山
がいすい

地の斜面が崩れたもので崖錐たい積物と呼ばれていて，河川沿いのガケの下にわずかに顔を出
れき

している。礫は頁岩と砂岩のホルンフェルスで，大きさは数crn～数十crnで角張ったものが

－4－
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多い。

この崖錐たい積物の上には，溶結凝灰岩と呼ばれる黒色の岩石がたい積している。溶結凝灰

岩の中には軽石や石ころが入っており，軽石の中にはレンズ状に引きのばされたものもある。

火の河原地区では集落入口付近によく現れていて，まっすぐな崖をつくっている。一見すると

硬いように見えるが，ハンマーでたたくと簡単にくずれてしまう。火の河原地区内を流れる小

川の底では，この石が水流でけずられた細長い溝や丸い穴がたくさん見られる。ところで，図
かさいりゅう

－1の③地点では溶結凝灰岩はシラスとつながっている。シラスは火砕流たい積物と呼ばれる

火山噴出物の一種で，これが積もった時の温度は数百度であり，その熱の作用で内部の火山灰

などが溶けて固まったものである。

シラスは普通は白色～灰白色をしており，中には軽石や石ころが入りサラサラしている。し

かし，火の河原地区ではシラスの一部は黄榿色になっている（図－1の③地点)。シラスの中

にある軽石の大きさは5cnl～10cln程度で，

石ころはそれより 少し小さい。シラスを採集表－1シラスの中の鉱物

して水で洗い，中に入っている鉱物を観察す

ると，白色で不透明な柱状の鉱物，黒緑色を

した長柱状の鉱物と黒茶色をした長柱状の鉱

物，鉛色の光沢のある短柱状～そろばん玉状

の鉱物が入っている。白色の鉱物は細かい筋

が入っており，斜長石と呼ばれるものである。

黒緑色のものは普通輝石，黒茶色のものはシ

ソ輝石と呼ばれる鉱物である。鉛色の鉱物は

磁石につく性質があり，磁鉄鉱と呼ばれる鉱

普通輝石 黒緑色をしている

コロコロした感じ

あめ色をしている

細長い柱状になっている

透明なものと白くにごっ

たものがある

筋が見える

ガラスの破片状である

シソ輝石

斜長石

火 山 ガ ラ ス

－5－



あわ

物である。シラスの中には泡がはじけたよ

うな形をした透明なガラス状のものが多量

に入っているが，これはシラスを特徴づけ

る火山ガラスである。

シラスは約25,000年前に鹿児島湾北部の

姶良カルデラから噴出したもので，鹿児島

県内の広い範囲に分布し，各地でシラス台

地をつくっている。しかし，火の河原地区

では谷を埋めるような形でたい積し，シラ

ス台地はつくっていない。それでも溶結凝

灰岩も含めた全体の厚さは50m以上にもなる。

シラスの上には黒茶色～茶褐色をおびた

土があり，その上にあざやかなオレンジ色

32

31

131

図－4火山の位置

をした50cmくらいの厚さの軽石層が積もっている。よく観察すると，厚い層をつくる軽石

の多い部分と薄い層になった火山灰の多い部分が交互になっている。軽石の大きさは2～3

crn程度で，これらがぎっしりとつまっているが，手でさわってみるとザラザラで，軽石と軽

石の間には砂が入っていることが分かる。火山灰は粒が細かく，全体に硬くなっている。この

軽石は約11,000年前に桜島の北岳から噴出したもので，南九州の広い範囲にたい積し薩摩軽

石層と呼ばれている。薩摩軽石層の上には黒色をした土が数十Cnlの厚さで積もり，良好な畑

の土になっている。

図－1の②地点では，この軽石層の下に石ころまじりの泥や砂がたい積している。石ころは

数Cnl～人頭大のもので，少し角が取れたものや角ばったものである。この層は川から一段高

い所で見られるが，石ころの特徴などから川が運んできたものと考えられ，薩摩軽石層がたい

積した後の11,000年間に，少なくとも10m以上も川の浸食作用が進んだことになる。

2川原の岩石

図－1の④，⑤地点で川原の石ころを観察した。④地点では主に頁岩と砂岩のホルンフェル
はんがんせんりよくがん

スがあった。また，それほど量は多くないが，石英斑岩や石英閃緑岩もあった。ここでは溶結

凝灰岩は見られなかった。全体に石ころが大きく,10cm前後から50cm程度まで様々の大き

さのものがあった。また，石ころは角ばったものが多い。砂の中には金色に光るキラキラした

ものが入っていたが，これは黒雲母という鉱物であった。ときにはきれいな形をした水晶（石

英）もあった。

⑤地点は万之瀬川の本流と支流が合流する地点で，かつては上流部に錫鉱の選鉱所があった。

この地点では主に頁岩と砂岩のホルンフェルスと溶結凝灰岩が見られたが，それ以外に錫を含
おうどうこう

んでいると考えられる重い鉱石，黄銅鉱，水晶などが比較的多くあった。付近の地質からみて，

ホルンフェルスは上流の山地から，溶結凝灰岩は支流の川岸，川床から来たものである。④地

点にくらべて石ころの大きさが小さく，平均的な大きさは10cnl以下である。これは⑤地点

の川が④地点より大きく，水流が強いためと考えられる。

－6 －
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盆地状の地形となっている

露頭観察の様子

親子で鉱物の観察中

ひのこら川での岩石の観察

局

一イー

四万十累層群の岩石を採石している（坂之上）

双眼実体顕微鏡での鉱物観察

盆地内を流れるひのこら川

地点⑤での川原の岩石



観察の結果

火の河原の地質

下川床優太（中1）

1崖で見た地層の様子

⑧仇鳥

，

緬毒画

鱒
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図-2A地点の崖の様子図－1地質を観察した場所

観察した地点は，火の河原の集落入口付近にある崖である（図－1）。火の河原は鹿児島市

の錫山から，少し南側へ行った所である。A地点,B地点,C地点の3ケ所の地質を調べた。

A地点では水がしみ出していた。ハンマーでそぎ取るのがやっとの，とても硬い土だった。
さわ

B地点は色が黄色っぽく，ほとんどシラスが風化したものがたい積していた。触ってみると

ネバネバ，ドロドロしていた。

C地点では一番上側に黒っぽくてかたい地層があり，その下に赤茶色っぽくて柔らかい軽石

の層があった。軽石の大きさは2～3cmだった。中には小石が入っていた。その下には石ころ

がゴロゴロした層があった。大きさは10～20dnあり，間には砂が入っていた。石ころは角ばっ

ているものが多かったが，丸っこいものも少しはあった。

感想；・地層の中に軽石があって，風化して黄色くなっているのでびっくりした。軽石もシラ

スも風化するんだなぁと思った。

・川の近くの層と同じということは，地層はつながっているのか？疑問に思った。

。黒っぽい（黒土）の層と石ころの層は，少しジメジメしていた。

・軽石の層はすぐ、ポロポロとれた。
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2土を顕微鏡で見た結果

最初はどろどろした士も，何回も何回も洗っているうちに

ザラザラした感じになり，いろいろな鉱物が姿を現してきた。

とても疲れる作業だった。それを顕微鏡で観察した。すると

1つ1つに，それぞれ色がついていて，宝石みたいにキラキ

ラしていた。
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図－3観察した鉱物のスケッチ 図－4土を洗っている様子

全体の感想

○川原には石英などのきれいな石がたくさんあることを初めて知った。また取りに行きた

いと思った。

○土の中にもたくさんの虫がいて，少しびっくりして気持ち悪かった。

○またやりたいと思った。

3

火の河原の岩石

下川床直斗（小5）

まず川に行きました。そのとちゆう田んぼばっかりだったので，こんな所に川があったのか

と思いました。そして川についたら，川の近くでくつとくつ下をぬぎ，川に入りました。川は

つめたくてきもちがよかったです。そして何分かすると水晶を見つけた人がいました。ぼくも

さがしてみつけようと思いました。そしたら光っていた石があったのでとって先生に見せたら，

水晶の仲間と言ってくれたので，すごくうれしかったです。まだないかなあと思ってさがして

いると，もう時間がきておわってしまい，すごくがっかりしました。

そしてみんなで発表して，水晶が回ってきました。ぼくはじっくり見ました。そしてすごい

なあと思いました。ぼくも自分でひろった水晶の仲間を見せました。これもすごい！とみんな

の前でまた言われてうれしかったです。そしてだいじにもって帰りました。

－9－



表－1火の河原の小川にある岩石

番号 岩石名 色

1 けつ岩 黒と白

2 石英斑岩 白

3 石英斑岩 ベ－

4 安山岩 黒と白

5 溶結凝灰岩 うすい赤

6 砂岩 白と黒

7 砂岩 白と黒

表－2図－1の地点⑤

8 黄鉄鉱

9 れき岩

10 ホルンフェルス

11 石英斑岩

12 石英

13 砂岩

グレー

赤と黄

白っぽい

白とグレー

白に黒の

点々

うすい赤
オレンジ
グレー

赤

表面の様子

ざらざらしている所

がある

ざらざらしている

光っている

白い点々がある

キラキラしている

ザラザラガサガサし

ている

ザラザラしている

ガサガサしている

ツルツルザラザラし
ている

ツルツルガサガサし

ている

ザラザラしている

ツルツルガサガサし

ている

ツルツルガサガサし

ている

硬さ

すごくかたい

けずるとくずれ

そうだけどくず

れない

小さいけどかた
い

小さいけどかた
い

けずるとくずれ

る

かたい

かたい

すごくかたい

けずれそうでも
けずれない

すごくかたい

けずれそう

すごくかたい

すごくかたい

考えたこと，思ったこと

おもしろい形をしている

砂みたいな感じがする

ときどき小さいのが落ちてくる

この場所ではめずらしい

火山の噴火でできた

真っ白に黒が入っている

ちやんと色がわかれる

いろんな色があった

鉄の石だと思う

光っているところがある

(点々 ）

名前がかっこいい

おもしろい色をしている

何かのホネみたい

いろんな色をしている

ぶつぶつがある

＋て変化したも”岩石

ホルンフェルスなど

○2ケ所で採集した岩石（軽石は入れてない）

けつ岩1石英斑岩（石英も入る）4安山岩1溶結凝灰岩1

砂 岩3黄鉄鉱1れき岩1ホルンフェルス1

8種類13個
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調査して思ったこと

火の河原でひろったものばかりだから，砂岩が多い。それは海にたい積したもので，そのでき

方により色，粒の大きさ，硬さ，表面の様子などがちがい，多くの種類があった。

その他に，調査して石英などが多いこともわかった。

それにこの自然はいつまでものこしたいと思った。

土壌動物・地質班に参加して

下川床恵子（母）

今回，幸運にも博物館自然リサーチに参加させていただき，どうもありがとうございました。

4回の各調査日の感想等

’1回目（5月13日）

初めての現地集合ということで，行けども行けどもたどり着けず，通り道の人家の方に道を

聞き聞きやっとたどり着きました。何と鹿児島市にもこんな山の中があったのかとびっくり。

窓を全開にして走るとさわやかな風。やっとの思いで現地に到着すると，車の騒音など全くな

い静かな所で，自然に囲まれたいい所だなと実感しました。

'2回目（7月8日）

大雨の後ということで，大丈夫だろうかと心配しながら自宅を出発しました。途中，崖崩れ

の箇所があり回り道をし，ますますたどりつけるか不安。やっとの思いで到着しました。雨上

がり独特の臭いと森の新鮮な空気。だんだん暑くなり，汗をふきふきの参加。子どもたちは川

へ行くのを楽しみにしていました。

'3回目（9月16日）

前の2回に比べるとだいぶ涼しくなり，山間の気候が心地よく，調査にも熱が入ってきて，

子どもたちもだんだんと慣れてきたようでした。

･4回目（11月11日）

最後の調査日です。何だかまわりの方々とも，ずっと前からの友だちであったかのように，

自然と接しられるような感じがしました。4回とも参加でき，とてもうれしいでした。今回は

もう少々肌寒く感じられ，山々も少し紅葉していました。道ばたのあちこちに咲く花，葉も前

回と異なり，通い慣れた？（4回目なので）道もまた違った景色を見せてくれました。窓を開

けて走ると，落ち葉も飛び込み，秋を感じさせてくれます。

調査の途中，遠くの山で炭焼きの煙が立ち上がっているとお聞きし，自然と共に生活してい

る人々のたくましさを肌で感じました。

初めての自然調査ということで，どのようなにまとめていいのかとまどいながらも，子ども

たちはまとめてくれました。まだまだ力不足でしたが，自然に触れることができただけでも，

とても勉強になったと思います。この経験を生かしてもっともっと自然と親しみ，自然を大事

にし，たくましく成長してほしいものだと思いました。
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地層と火山灰の観察

和田浩美・明・梓

1がけの火山噴出物

分校跡から東側へ歩いていった道路の脇。草に覆われたガケの一部に黄色～オレンジ色をした

軽石の層があった。この層は桜島の北岳から噴出したということだった。厚さは60cmくらいあ

る。

蕊蕊霧I

灰 色 ～ 白 っ ぽ い

少し茶色をしている

明るい茶色

軽石が含まれ，たたくとポーン

ポーンと音がする

黄色の軽石が混じっている

オ レ ン ジ ～ 黄 色細かい軽石が多く，サラサラしている

シラスが風化した黄色のものを採集してきて，水で洗って泥を流してきれいにした。その後，

顕微鏡で観察したら，長石，普通輝石，シソ輝石，火山ガラスが入っていた。

2地質調査に参加して

地質については気にもとめず生活しており，今回の調査に参加することになり，子ども達がど

のような発見をするのか，気付くのかを楽しみにしていました。

鹿児島に越して来て，桜島を目にする機会の増えた子ども達にとり，火山の土（火山噴出物）

はとても興味をもったようです。

土の色の違いも目に焼き付いたようで，難しいことは分からないけれど，車に乗っていてもガ

ケや土手で気付く度に「おかあさん火山の土だよ」と口にしておりました。

川でも水晶を見付けて嬉しくてびしょびしょになりながら，いろんな石を集めていました。（き

れいな川にはカニも多く，カニまでつかまえていましたが）

いつも遊ぶ，慈眼寺の川の石は角が丸くなっているのが多いのに，火の河原の川の石には角が

あることや，ごつごつと歩きづらかったこと，いろんな色の石があることに気付いたようです。

私も見慣れた光景をも含めて，ただ何気なく見すごすだけでなく，子どもの成長とともに，今

住んでいるこの大地のいろんな面を知りたいと思います。そして，自然にふれながら，自然を知

り，それを大切にする関わりを考えていきたいと思います。
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<土壌動物〉

自然リサーチ「森の自然」と土壌動物

森田康夫

はじめに

平成13年度の博物館自然リサーチは，『森の自然』を調査・観察するという趣旨で，鹿児

島市の南にある錫山の，川辺町との境に近い「火の河原地区』を中心に行われた。当班は，森

の自然を構成する生物の中で，土壌中に生息している動物を対象とし，それらを採集して種名

等を調べ，さらに種の組成や個体数から，生態系の中で土壌動物の果たす役割などについても

考察を深めようという目的で活動した。

当班の参加者は8家族30人で，その構成は成人13人，小学生11人，幼児6人である。ま

た当班は，土壌動物のほか，地質・岩石についても調査を行うこととし，第1回目と3回目は

土壌動物，第2回目と4回目は地質・岩石というように，2回ずつに分けて両方の調査・観察

を行った。

以下は，これらの参加者が森の自然に親しみながら調査した結果と考察に，筆者の記録を付

加してまとめたものである。

300戸ー’40万ハ

念3かf
Q

A

壗
郵
琢
珍
諺
霞
偉
苧

壗
郵
琢
珍
諺
霞
偉
苧

1調査地の概要

火の河原地区は，周囲を熊ヶ岳など標高

500mを越える山々に囲まれた盆地状の農村で

ある。周りの山々は，潜在的にはアラカシやス

ダシイなどから成る照葉樹林であるが，多くの

部分が伐採後の二次林や，スギ等の人工林になっ

ている。それでも，ここが鹿児島市の一角かと

思えるほど緑豊かな森が残されており，森の林

床には豊富に落ち葉が堆積している。

土壌動物採取のため士壌を採集した地点は，

1回目が火の河原分校跡の南東，熊ケ岳の山麓

の照葉樹林帯の林床。3回目が集落近くのモウ

ソウチク林で行った（図-1参照)。なお，土

壌採取地点の植生や植物相の詳細な状況につい

ては，植物班の報告を参照されたい。

図－1土壌採集地点く○：1回目，△；3回目〉

2調査方法と記録

調査の方法については，後半の参考資料を参

照していただきたい。調査は，一家族3～4人

を一班として班ごとに行った。両地点とも，な

-13-



るべく人が攪乱していない地点で，柔らかい土壌を選んで土を採集するように指導した。また，

採集した動物の種類や個体数については，各班の記録簿にそれぞれ記入した後，調査終了時に

班ごとに発表してもらって記録した。

なお，動物種の同定については，巻末資料の検索表を用いて各班でおこなってもらったが，

その都度助言をして，大きな間違いのないように注意し，不明な種は無理に同定しないで「不

明」とするように指導した。

3調査結果

2回の調査結果を，次項の表1と表2で示してある。どの班もまず最初は，ハンドソーティ

ングによってピンセットで士の中の小動物を，つかみ取るのに苦労したようである。次に，採

取した動物の名前を検索表に従って決定することに，まごついた様子が見られた。

採取した土の量が班によって異なるため，1回目では各種の個体数は数えず，最も多い種を

◎で表し，1個体以上出現したものは○で表すよう指示した。（家族の記録では，個体数も計

上してある｡）2回目では，土の量は完全に一定ではないものの，ほぼ同量となるよう注意し

たので，個体数についても記録するよう指導した。

1回目の照葉樹林下で出現した土壌動物は，4門にわたる17種。2回目のモウソウチク林

下の土壌では,14種121個体であった。各動物の食性は，土壌生態系を考える上で重要な性

質となるので，調査の終了時に全員に説明し，記録表にも表しておいた。しかし，食性につい

ては不明な点も多く，特に小型のダニ類やトビムシ類の中には，よくわかっていない種もある。

4考察

2地点の調査結果を単純に比較することはできないが，出現した土壌動物種の状況は割合よ

く似ていることがわかる。ただ，竹林よりも1回目の照葉樹林の方が3種多くなっている。こ

れは，植物の多様性が，照葉樹林の方が高いためではないかと思われる。その他，土壌生態系

などに関する考察は，以下で，参加した家族の考察によって考えてみたい。

≦Z尋函へ-勺
N
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第1回土壌動物調査結果［5月13日・照葉樹林］表－1

多かった種類です。◎は，出現し,た土壌動物のうち最も個体

3班と5班の数字は個体数を示す。

－15－

動物分類

採取した固体数

1班

西村

2班

田中

3班

下川床

4班

和田

5班

有馬

6班

門松

食 性

線 形動物 センチ ﾆエ ウ類 ○ ○ 腐 食

軟体動物
陸産貝類

■■ 1■■ー■■1■■ーーーー一一．■■I■■ィ■■4■■ーー4■■1■■■■■

ナ メク
、●

ン 類

I■■一Ⅱ■■－1■■一1■ －1■■ー1■■1■ ■ー句

○ 1
一一一q■■一一a 1■■I■■ー1■■ーー■ 一一ーーー4■■■ 一一q■■一一一■

腐 食
ーq■■ーI■■ーーⅡ■■1■■■■.一一■■一一一1■■I■■

環 形動物
ズ
ー
ズ

ー

ヘ
へ
一
一
へ
『
ヘ

ヘ
ヘ
ー
ー
ー
ヘ
へ

ウ
ー

ツ
ー
メ

ー

フ
ー
ヒ

・ 一 一一一－1■■1■■1■

○

－1■■ーーーー‐ q■■I■■一一ーー■

○ 1

1■■ーー4■■一一■

○

一一一I■■一一■ ■ ■ ・ － 1 ■ ■ ー ー ー ■

○

一1■■1■■－－1■■I■■－－1■■一’■■ー1■■。■■一一

腐 食

節
足
動
物

ク モ 形 綱

甲殻綱

倍脚綱

唇脚綱

結合綱

昆虫綱

類
一
類
一
シ
ー
シ

ー
一
一

モ
ー
ー
ム
ー
ム

ク
宮
ニ
ウ
一

生
一
一
ト
ー
二

一
一
一

真
一
ダ
ー
ザ
ー
カ

・
・
。

、
ン
一
、
ン

一

ム
ー
ム

ー

ジ
ー
ゴ

ー

ー
フ
ー
ン

ー ー

ワ
ー
ダ

ロ

口－－1■■Ⅱ■■一－－1■■I■■■■I■■一q■■一－1■■1■■一一

ヨ コエビ

ヤスデ

一
プ
劃
プ
茸
ア
意
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一
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ム カ
、

■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■ー

カ
ー
カ
ー

ム
ー
ー

Ｚ
オ

一

イ
ー
オ

ロ

＝ーー一一I■■4■■4■■I■■

ジ ム
ーー1■■ィ■■1■■ー1■■■■。■■

ゲ

コ ムカデ

その 他

トビム
、

ン 類
ﾛ■ー＝一一ィ■■4■■1■■■■一一一一－－1■■4■■－－．■■

ハ エ類の幼虫

甲虫の幼虫

甲虫の成虫

ユスリカの幼虫

ゴキブリ類

アリ類
■■一一一一1■■ー■■■－1■■Ⅱ■■Ⅱ■■1■■1■■I■■1■■I■■一一一

、

ン ロ アリ類
＝ィ■■－1■■一一ーー－1■■一一一一1■■ーq■■ー■q■ー

他 の有翅昆虫

その 他

一

○
一
○

一

'■■一一一一1■■ィ■

ー ー ー Ⅱ ■ ■ ー 一 ■

○
一一一一一一口

1■■一一ーー一q■

◎

ーー■■ーーI■■4■

－1■■ーq■■－4■■4■
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○
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－
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一
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一
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一
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一
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○
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ーーーー一一■
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一一一一一一■

一

○
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○

一

一一q■■一一一■

５
－
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○
一
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一
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○

○

○
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○
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○
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○
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肉 食

雑食・不明
一一一q■■1■■I■■1■■1■■一一ーーⅡ■■一一Ⅱ■■ー

一一Ⅱ■■－－1■■一一Ⅱ■■一一－1■■一一1■■1■■

肉 食

腐食

腐食
ー－1■■－－－Ⅱ■■ーｰ一一一一ー一一一

植 物食

一
一

食
一
食
一
食

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

肉
一
肉
一
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植物食・不明
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腐食
●q■I■■ー－1■■ーーI■■1■■ー■■一－1■■一一一

1■■ｰｰ1■■一－－－1■■ー1■■1■■一一■■I■■ー

植 物食
1■■1■■ー－1■■1■■ーィ■■1■■ー一一■■ーI■■I■■ー

－q■■1■■－q■■一一一一一一’■■~一一一一

肉 食・雑食
1■■ー一一ーー■ﾛ■一一I■■ーq■■ー■■■ー1■■』■■

植 物食
ーq■■一一4■■q■■一ー一一■■q■■1■■ーーーー

そ の他

種 類の数 9 8 11 7 8 12 合計18

固体数の合計 20 46



表－2第2回土壌動物調査結果［9月16日・モウソウチク林］

－16－

動物分類

採取した固体数

3班

下川床

4班

和田

5班

有馬

6班

春田

食 性 備考

線形動物 センチ ﾆユ ウ類 11 1 7 腐 食

軟体動物
陸産貝類

-1■■Ⅱ■■■■■ーー--1■■一一q■■一一q■■1■■Ⅱ■■ーーー
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節
足
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ー
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他 の有翅昆虫
■ ト ー 4 ■ ■ 一 ﾛ ■ ■ 一 一 一 ■ ■ ■ 4 ■ ■ q ■ ■ 一 一 ｨ ■ ■ ー － 4 ■ ■ 一 一 一
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一一一一一q■■I■■一Ⅱ■■q■■I■■－1■■Ⅱ■■Ⅱ■■

ｰq■■■■P－1■■一一4■■ーー一一q■■一一

－4■■ーﾛ■■Ⅱ■■1■■1■■q■■一一一一一－1■■

－－1■■一一ー1■■1■■■■■ーq■■ー一一q■■

一ーーー－－－－－－1■■一一一一

1■■1■■一一q■■一一一ー一一一4■■’■■ー

1 ■ ■ I ■ ■ 一 一 一 4 ■ ■ 一 一 一 － - - 1 ■ ■ 一 一

一－－1■■ー4■■q■■ー｡■■一一一1■■ーー

ーー－1■■1■■I■■ー－1■■Ⅱ■■1■■I■■Ⅱ■■■■■1■■

一一-一一1■■■一■■■一一■■■■■■■■■■■■■■■

－1■■q■■一一I■■I■■Ⅱ■■Ⅱ■■ーー一一ーⅡ■■

そ の他

種類の数 9 8 8 8 計14種

固体数の合計 39 18 37 27 121個



5【3班】下川床ファミリーの報告

(1)下川床恵美（皇徳寺小3年）［5月13日，1回目］

①調査のしかた

まず山にのぼって土をいっぱいとりました。そして白いバットに入れました。山からお

りて，つぎにはピンセットで葉っぱをとって，土の中のむしのようちゅうをわけました。

それから，むしを水でよくあらい，アルコールにいれてころし，けんびきょうでじっくり

見ました。見ていたら，赤いダニなどいろいろなむしが見えました。名前のわからないも

のは，先生にききました。紙に書いてあとはすてました。

②土の中にいたどうぶつ（けつか）

○かれたおち葉や土をたべるどうぶつ

・ヒメミミズ…小さなもの

・ワラジムシ…ふとってる

・ヤスデ…あしがおおい

・ハエるいのようちゆう…小さくてくさそう

。こうちゆうのようちゆう…ぽこぽこしてる

○小さなむしをたべるどうぶつ

・クモ…きもちわるい

・ジムカデ…長くてあたまがどっちかわからない

・アリ…はじめて，小さなむしをたべると知った

[9月16日］竹ばやしの土の中で見つけたどうぶつ

録繼

縁

縦鋤 獄

図－2山の土の中から見つけたむし

灘 鰐
○かれた草や土をたべるどうぶつ

・センチュウ…ウナギみたい

・ワラジムシ

．こうちゅうのようちゅう

○小さなむしをたべるどうぶつ

・クモ，ジムカデ，アリ

③おもったこと

場所がかわっても，おんなじどう

ぶつもいたし，ちがうどうぶつもいた。

篝”

7Z

筆跡
”鍼”

｛蝿フ

④さんかしておもったこと

まいごになりそうだった。

きらきらしてるのを見た。

ジムカデがすきになった。

ｸﾗﾘ'坪′

図－3竹ばやしの土の中から見つけたむし

川であそんだのがいちばんたのしかった。

すごくちっちゃなむしがいた。

－17－



(2)下川床優太（皇徳寺中1年）［5月13日，1回目］

①調査のしかた

5月13日，僕たちは土壌動物・地質班という班に入りました。火の河原分校跡地付近

の山で調査をすることになりました。山に登るとき，急な斜面で登るのにとても苦労しま

した。何回か足をすべらせたけど，ようやく山の上にたどり着き，土を取りました。

それから土の中をさがして，大きな動物をピンセットでつかまえましたが，標本にする

ためアルコールに入れるとき，とても残酷だなあと思いました。

土の中から，クモみたいな仲間がたくさん出てきました。白いダンゴムシみたいなもの

もたくさん出てきました。一通り取ったあと，ツルグレン装置というものに土を入れ，1

時間ほど待っていると，赤い色をしたダニの仲間などの小さな虫がたくさん出てきておも

しろかったです。

②調査結果

次に取った動物の名前調べをしました。僕たち3班が採集した動物は，次のとおりです。

陸産貝類1，ヒメミミズ1，ダニ類3，ワラジムシ4，ヤスデ(幼虫）2，ジムカデ1,

ハエ類の幼虫1，甲虫の幼虫1,アリ類3,他の有翅昆虫2という結果でした。

また，これらの動物の食性は以下のとおりです。

・落ち葉や枯れ枝など，主に植物を食べる動物

［ヒメミミズ，ワラジムシ，ヤスデ，ハエ類の幼虫，甲虫の幼虫］

・微生物や小さな動物を食べる動物

［ジムカデ，アリ類］

③考察

・僕は，ミミズ（ヒメミミズ）も落ち葉を食べるなんて初めて聞いてびっくりした。

・全体的に，ヒメミミズ，真生クモ類，ダニ類ワラジムシ，ヤスデ，アリ類が多かった。

・出てきた種類は，班全体で17種類もあって多かった。

・ダニ類やトビムシ類の中には，食性の不明なものがいると聞いた。もし，これらの動

物の食性を発見することができたら，土壌動物を研究する人たちの中で，有名人．偉い

人になれるのだろうか。

篭蕊議蕊蕊蕊蕊
観産や

露雲：
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6【5班】有馬ファミリーの報告

有馬博文（父)，利香(母)，玖瑠美（附属小4年）

ひかり（同3年）

(1)｜採集した土壌動物の結果を見て思ったこと

①自分たち5班では，5月の調査ではアリ

類が最も多く，次はヤスデでした。9月の

調査では，ヤスデが最も多かったです。

②どの班でも出現していた動物は，

5月：真生クモ類，ダニ類，ワラジムシ，

ヤスデ，アリ類

9月：真生クモ類，ワラジムシ，アリ類

このことから，クモやワラジムシ，アリ

類などは，森の土壌ではごく一般的な動物

だということがわかりました。

③土壌中にいる動物には，どんな種類があるのだろう？

・トビムシ類やアリ類，アリマキ，甲虫やハエの幼虫など昆虫の仲間。

・ヤスデやジムカデ，イシムカデのような足をたくさんもっている多足類の仲間。

・真生クモ類やダニ類のようなクモの仲間。

・ヒメミミズのような環形動物の仲間。

・陸にすむ貝類の仲間。

・ワラジムシやダンゴムシのような甲殻類（エビやカニと同じ仲間）の仲間。

など，実に数多くの種類の動物がいることに驚きました。

④土壌中の動物は，いったい何を食べて生きているのだろう。

・落ち葉や枯れ枝など，土の上に落ちてきた植物をえさにしている動物

ワラジムシ，ヤスデなど

・他の小さな動物をえさにしている肉食動物

クモ類，ジムカデ，アリ類など

・その他，不明

ダニ類，トビムシ類など

(2)土壌生態系や食物連鎖について考察したこと

①今回の調査で出現した動物が，どのような今回の調査で出現した動物が，どのような栄養段階の分類群に属しているか，考えてみ

ました。

Aセンチュウ類，陸産貝類，ヒメミミズ，ダニ類の一部，ワラジムシ，ヤスデ，トビム

シ類の一部，ハエや甲虫の幼虫

これらの動物は，落ち葉や枯れ枝を食べたり，あるいは根や幹の汁を吸うなど，植物

を食べる「一次消費者」に属します。
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B真生クモ類，イシムカデ，ジムカデ，アリ類

これらは，他の動物を食べる肉食動物で，「二次消費者」にあたります。

C今回の調査では見つけられませんでしたが，土壌中には上記の動物を食べるモグラな

どの「高次消費者」もいると思います。

②今回5班で採集した土壌動物の個体数を，栄養段階のグループごとにまとめてみると

［・一次消費者→45個体・二次消費 者→36個体・不明→2個体］

栄養段階の下にあるほうが個体数が多くなっており，正常な生態系の形になっていると

思いました。

③各動物のそれぞれの個体の「大きさ」も測定できたら，良かったと思います。

(3)土壌動物の生態系における役割についての考察

①地上に降り積もる落ち葉や枯れ枝，それに動物の糞や遺体は，採集した土壌動物や微生

物によって分解され，再び植物の栄養分として利用される。

②土壌中でも，落ち葉や枯れ枝を食べる植物食の動物，それを食べる小型の肉食動物，さ

らにそれを食べる大型の肉食動物というように，食物連鎖が成り立っている。

③森林の伐採や開発など，地上の環境が変化したら，その環境に適応できない種は滅びて

しまうか，あるいは，長い時間をかけて環境に適応できる新しい種に進化していくのでは

ないだろうか。

(4)まとめと感想

普段の私たちの生活の中では，ほとんど意識されることのない土壌動物たちが，自然の環

境を保っていく上では，たいへん重要な役割を果たしていることに，子供たちも大いに関心

をもったようでした。

この自然リサーチで体験させていただいたことを，今後の学習活動にも活かせていけたら

と思っています。

最後になりましたが，今回の調査でお世話になった先生方に心から感謝申し上げますとと

もに，このリサーチでまとめた研究誌が素晴らしいものになりますよう，家族一同祈念いた

します。

ねえ－パパ！この虫なに－？ムムー
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7【4班】和田ファミリーの報告

和田浩美(母)，明（6歳)，梓（2歳）

(1)採集した結果から，土壌中にはどんな動物が生息しているかを考えてみました。

①一番たくさん出現した動物は［節足動物，甲殻類のワラジムシ］

②どの班にも出現した動物は［真生クモ類，ワラジムシ，アリ類］

③何の仲間の動物がいるのか，分類しました。

・貝の仲間（軟体動物）［陸産貝類］

・ミミズの仲間（環形動物）［ヒメミミズ］

・ムカデの仲間（多足類）［ジムカデ，イシムカデ］

・昆虫の仲間（足が3対）［トビムシ類，ハエ・甲虫・ユスリカの幼虫，アリマキ，

アリ類，その他の有翅昆虫］

(2)それらの動物の食性（何を食べるか）を考えてみました。

①落ち葉や枯れ枝など主に植物を食べる動物

［陸産貝類，ヤスデ，トビムシ類，ハエの幼虫，シロアリ］

②微生物のような小さな動物を食べる動物

［センチュウ，ヒメミミズ，ダニ，ワラジムシ，甲虫の幼虫］

③やや大きな動物を食べる肉食動物

［真生クモ，カニムシ，イシムカデ，ジムカデ，アリ］

(3)土壌生態系の食物連鎖について，考えてみました。

①今回の調査で出現した動物が，どの分類群(栄養段階）に属するか考えてみました。

上記(2)の①→［一次消費者］上記(2)の②と③→［二次消費者］

②それぞれの分類群に属する動物の数を調べました。

一次消費者→83個体，二次消費者→37個体

③各分類群のひとつひとつの動物の大きさを測ってみました。

センチュウ：0．5～5mm,陸産貝類:5mn程度，ヒメミミズ:5m以上，

真生クモ：2～3nm,ダニ:1皿以下，ワラジムシ:5nm程度，ヤスデ:5m程度，

イシムカデ：5皿程度，ジムカデ:1cm程度，ハエ，アリ，シロアリ:2～4皿

(4)土壌動物の生態系における役割は，どのようなものか。

①地上に降り積もる落ち葉や枯れ枝，動物の糞や遺体I①地上に降り積もる落ち葉や枯れ枝，動物の糞や遺体は，やがて一次消費者の動物たちに

食べられて腐り，土に戻って土の養分となり，それが木や草の養分として使われる。

②地上の環境が変化したら，土壌動物はどうなるか考えてみました。

地球温暖化などで気温が上昇してくると，土壌動物の中でまず一次消費者が生きること

ができなくなり，そのため二次消費者や高次の消費者も生きのびることが難しくなる。

土の中の生態が変化することにより，地上の草や木も養分を十分得ることができず，枯れ
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ていくだろう。それによってますます一次消費者の餌が不足して，これらの数も激減してい

くと思う。

地球温暖化などの環境変化で，土壌動物はもちろん，草や木，大型動物の個体数や種類数

に大きな変化が生じてくるといえる。

(5)他の気がついたことや感想

①土壌動物ときいて，ミミズくらいしか思いつかなかったが，こんなにも多くの種類の動

物がいたのかとびっくりした。

②「森の自然」の観察の中で，子供たちも参加してのびのびと遊んだりでき，楽しめたと

思います。集中できる時間の短い子供にとって，この内容はちょっと難しいかもしれない

と気になっていましたが，遊び感覚で年齢にあわせた指導をしていただき，毎回参加する

のが楽しみになってきました。ありがとうございました。

8【7班】春田ファミリーの報告

春田富美子(母)，拓視(副田小6年)，黎暉（3歳）

(1)土壌中に出てきた動物の種類

①一番たくさん出現した動物［ワラジムシ］

②どの班にも出現した動物［真生クモ類，ワラジムシ，アリ類］

③出現した動物の仲間

・貝の仲間（軟体動物）［陸産貝類］

・ミミズの仲間（環形動物）［ヒメミミズ］

・ムカデの仲間（多足類）［ジムカデ］

・昆虫の仲間（足が3対）［トビムシ類，ハエや甲虫の幼虫，アリ類］

(2)出現した動物の食性（何を食べるか）

①落ち葉や枯れ枝など主に植物を食べる動物［ワラジムシ，ヤスデ，センチュウ類］

②微生物のような小さな動物を食べる動物［ジムカデ］

③やや大きな動物を食べる肉食動物［真生クモ類，アリ類］

(3)土壌生態系について考える。

①今回の調査で出現した動物は，落ち葉や枯れ枝を食べる「一次消費者」と，それらの動

物を食べる「二次消費者」がいた。

②一次消費者の方が，二次消費者より数が多い。

③どの動物も小さいが，特にダニ類は0．3～0.6mくらいしかない。

(4)土壌動物の生態系における役割を考えてみると，地上に降り落ちる落ち葉や枯れ枝は一次

消費者に食べられて分解され，さらにその一次消費者を二次消費者が食べ，さらにそれらを
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高次の消費者が食べるという食物連鎖が成り立っていることがわかる。そして，それらの動

物が死ぬと，その死体は分解されて，生産者の養分になる。つまり，土壌の中で，ひとつの

リサイクルができている。

もし，地上の環境が変化したら，これらの土壌動物はいなくなってしまうだろう。

(5)その他，気づいたこと。

トビムシを初めて見て，その小ささに驚いた。

9【6班】門松ファミリーの報告

門松幸則（父)，範子（母)，憲哉（明和小1年）

先生方のおかげで，子どもたちが未知の世界への一歩を踏み出しました。

繊
廊
歴
＃
齢

厳

莚

懲撒
最新機器の紹介

子ども（憲哉）と先生との土壌学討論
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<植物〉

森の自然（錫山火の河原・城水橋付近）の植物

総合記録満尾正廣

はじめに

本年度の調査目的は，森の自然の様子を調べることであったが，森林の樹木の階層的な構成や

分布状況等については，今までの本館の調査研究で各地域ごとに詳しく報告されていること，今

回は小学生を含めた一般参加者の調査体験も主な目的であること等を配慮した。

錫山地区での完全な自然林はほとんど無く，参加者の集合起点から純粋の森林までは遠距離で

地形も急峻なため，できるだけ森林に接した林道ぞい・源流域に調査点を設定した。

調査の1．3．4回目は火の河原，2回目はここより約1Km離れた城水橋付近の渓流ぞい

で実施した。ここは熊ケ岳(590m,頂上は川辺町）の麓で，万之瀬川の源流地帯である。
そる

調査参加者は14家族27名であったが，学校や地域の行事のため全員が揃うことは無く，お

おむね、毎回15名程度で実施した。
ひん

調査の方法は，出現種やその頻度をすべて記録すること，代表的な植生地を選び方形区をとっ

て，階層的に被度や群度を調べること，植生断面図や崖の植生図のスケッチ等である。

調査結果

第一回目調査く火の河原地区＞

◎モウセンゴケが生えている水の

したたり落ちる崖（崖の上部から）

植 物名

タ ブノキ

ハ ゼノキ

ア ラ カシ

ツブ ラ シイ

コ アカソ

ハルジョオン

タチク ラ マゴケ

コケオトギ リ

モウセンゴケ

キツネノボタン

ソクシン ラ ン

ニ ガ ナ

コウガイゼキショウ

ツクシショウジョウバカマ

個体数

＋

＋

＋

十

＋＋

十

＋＋

＋＋

＋＋

＋

＋

＋

＋＋

＋＋

平成13年5月13

◎分校跡に近い

で，河川敷はほ

植物名 個体数

カサスゲ ＋＋＋

ヒロハウシノケグサ ＋＋

ヒサカキ ＋＋

イワガネ ＋＋

ヨモ ギ ＋＋

カ モジグサ ＋十

ホウ
ー

フ イチク 十十

ヒメアシボソ ＋

ア ラ カシ ＋＋

ツブ ラ ジイ ＋＋

クロマ ツ ＋

コナ ラ ＋

オンツツジ ＋十

記録種子田美奈子

の川岸（川幅1～2mほど

ない源流）の植生

植物名

シャシャンポ

ハクサンボク

エゴノキ

マルバウッギ

イ ヌ ビ ワ

センニンソウ

ミ ゾシダ～

イタドリ

ハナイカダ

ネムノキ

クマノミズキ

ガマズミ

個体数

＋

＋＋＋

＋

＋＋

＋＋

＋

十

＋

＋

＋＋

＋

＋

＜個体数の表し方＞ ++＋帯状又は方形状に分布して多く出現し，目立つ種

十十小さな帯状又は方形状に分布し，点々と見られる種

十数本・数株か又はごくわずか出現する種

－24－



表1

植生基本調査表 No
－
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群落名

調査地

々チバシ,イ 縮
L
り

つ

液
し

、

/髭ｳ鰯’市錫山,ル)珂源

海抜230力し

鰯二琴寡二二二
調 査日 平成13年ら月ISB 調 査 者 , 全 員 言 蹴 満 尾 轤
1山頂部

2尾根部

③巾腹部
4沢部
5谷部
B低地部

⑦斜
イ
ウ
エ
オ
カ

平
凸
凹
台
扇

面
面
地
地
地

状地

風当強④弱
土壊ポド性，褐森
赤，
ｸ･ﾗイ

非固
土湿

黄，黄褐色，アント

階層構造
B,高木層

B2亜高木層
層
層

木
本

低
草

Ｓ
Ｋ

睡
坐
準
一
竺
些

濡
空
聖
畢
曇

BI

種 名

群
度

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ

被
度

B2 1被

種 名

’
一

度

群
度

SI被
I

種名I度
0

群
度

KI被
ー

種名

I

度

群
度

1 マチバ､シ"f 3 3 コナラ 2〆 2 コガ､クヴヅ端2 2 ワラジロ 尾

■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■
ろ

2 イゥジイ 又一 2 オブ‘プヅジ ワ
ー S ハクサンボ､ク

■
凸
■
己
の
■
印
■ ユ

、
■
■
Ｕ
《
■
８
■
2－ ヒサカキ I I

3 ． ジ､イ I I ヤブ“fシバ､寿 2－ 2－〃ラ･ベワパ乗
Ｕ
Ｏ
Ｑ
Ｉ
Ｏ ユ 2 ク ロ キ ←

ｂ
一 ノ

4 タブー／鋸 I I ヤマヒ身､ア
一
Ｔ ク ロ 坪 I 具 マテバ､シイ ~

’
一

I

5 ホソパタヂI ニガ．､キ クバ､γ毛_4－ I Z コャプいうソ ｰ

’
幸 I

6 ~アヲ･ガツ 1 エコ企､／キ
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■ 」 柔ズミ｡毛多 I I ツワブー、

‐
ダ
』

口
〆

k ･十
■
■
■
ｐ
■
■
■
■ ノ

7
一
一 力､‘キ ↓

■
● 又jレデミ‘ 可

■■、

I 〃ワ‘，二‘ﾌケイ （ I ぺ､ニシノ 7
イ １

１
１ 十 I

8 柔ズ､ミモー矛 I マ孑（．シバ
●ｰ

１
１
１ Iヤブ泌弓サキ ノ I コクラソ 十 I

9
■｡『

。ナラ ‐I I ムラサキう,キク、 III 秀 卵､流十 I
10 ･オンゾヅジ II(

■■

11
ロ■■

アヲカ3〆 I I
12

■
０
■
、
。 ム〆憶‘ I

13 マヂバも/ﾝ↑ I I

14 ヤ マ ビ L ワ I I

15
■
■
Ⅱ
ｐ
■
■
、
■

■
Ⅱ
０
１
■
■

■
０
０
■
日
日
■ パーヌゲンう〆ｦヴ

■
■
日
》
・
日
日
■
十 I

16 シヲキ 十 ／
17 ヒサ･カヤ 一+‐

I

18
二
■
一
■
■
甲
｛
■
■
ｇ
■ ヘクソカズ､う ｡-F

19
１
０ キ‘7．､シ 十

■
ａ
■
甲
■
■
■
■

20
１
１
０

１
１
■ コバ．ン／・キ

ーロ

＋
21 クフ“／ヲ二 十 I
22

■
■
■
Ｕ
●
■
■

■
１
日
■
Ⅱ
■

”、
■
血
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
■

■
一
■
■
ロ
日
■

23
■
一
■
１
－
■
■
■

日
ｄ
Ⅱ
８
．
０
８
ｑ
■

■
血
■
■
■
■
■
■ 一の

■
■
Ⅱ
ｑ
■
日
日
■

■
一
■
■
Ｕ
■
■
■
■

24
’

’
1

■
■
０
■
１
■ 危立4勝．八ｾj卜／：足．' リン7K噸勺‘。パン労鋸1

25 （っ愛ター'1..瞳
ｰ

ﾝマイ､茅ジ天i.W左珍
26

－

27
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
一
■
■
■
■

日
日
■
■
■
Ⅱ
日
■

■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■

28

29

30
９
１
１

31

32

33

34
１
１
１

35
■
《
■
ｐ
白
日
■

■
■
■
Ｕ
■
■
凸

■
０
９
０
■

■
Ｏ
Ｕ
－
■
■

Ｄ
一
■
Ｆ
ロ
Ⅱ
■

38
■
一
日
日
■
■
日
■

■
■
■
０
，
■
Ｕ
■

■
■
“
■
■
■
日
日
９
■

Ｃ
一
■
■
ｇ
白
■
■
■

37
１
１
日

１
１
日



表 2

植生基本調査表
NO
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群落名

調査地

スギ植林地

鹿児島市錫山火の河原

海抜
調査面積
方位
傾斜

230m
－

10×10m
－

N
-

10。
－

調 査日 平成13年5月13日 調査者全員 (記録：今井宣弘）

斜面
平面
凸部
凹部
台地
扇状地

７
イ
ウ

、
オ
カ

l山頂部
2尾根部
③中腹部
4沢部
5谷部
6低地部

風当強④弱
土壌ホ．ﾄ'性､頓謬

赤、黄、黄褐色、アント

ｸ゙ ﾗｲ、擬ｸ'ﾗｲ、沖積

非固岩屑、固岩屑

土湿乾、適、湿 ⑳

階 層 構 造高さ植被率
Bl高木層15、 60％

－

－

B2亜高木層6m 5％

S低木層2m 10%

K草本層 0.5m 80%

備考

テ

イ
カ

B1

種名
被
度

群
度

B2
顧名

被
度

群
度 種

S

名

i被1群
|度I度

K

種名
被
度

群
度

●
■
■
■
●
口
《
叩
”
必
》
ロ
曲
面
唖
叩
》
の
。
”
卯
『
。
ｅ
戸
Ｌ
【
一
胡
》

一
ロ
の
一

口
。
』
ロ

ロ
●
つ
一

口
■
ロ
■

ｽキ

薑が¥…….…~…．
１
１
１
１
０
１
１
１
１
■
Ⅱ
ｄ
■
■
ｑ
■
ｑ
■

4
｡｡｡－句

’

■
０
》
０
》
９
マ
■
Ｂ
Ｏ
ニ
ー
ニ
０

１
１
１
１

字
■
■
》
《
■
■
■
■
画
一
■
■０

１
１
１
１

■
ｄ
Ｕ
ａ
ｇ
ａ
Ｕ
日

■
Ⅱ
ｄ
■
■
ｑ
■
ｑ
■

ｅ
■
■
■
●
Ｕ
■
ｇ
■

■
０
》
０
》
９
マ
■
Ｂ
Ｏ
ニ
ー
ニ
０
字
■
■
》
《
■
■
■
■
画
一
■
■■
ｄ
Ｕ
ａ
ｇ
ａ
Ｕ
日
ｅ
■
■
■
●
Ｕ
■
ｇ
■

3
｡●p－g

l
●●●｡■

■⑤｡●｡

｡■■｡｡

■｡‐

‐｡●

q■4■‐

ロー‐

ロ
一
一
一

口
●
の
一

口
一
一
一

口
ｅ
●
●

ロ
●
画
一

口
ロ
幸
つ

一
一
両
Ⅷ
ノ
ー
》
『
○
ノ
ー

一
一
、
ｗ
グ
ー
ｆ
－
ｆ

ｆ
一
・
一
◆
一
『
″
ハ
ー
，
し
●
」

、
ｖ
ヅ
ザ
の
糸
川
御
口
ふ
川
勾
。
瞬
勾
ノ

Ｔ
干
し
一
○
＋
’
一
，
噂
汎
α
一
心
荊
叩
″
一
ノ
旬
１

回
寺
勾
旬
一
胡
寺
叩
ノ
ー
ｕ
詞
叩
獅
一
ノ
バ
ー
ー
，
唖
ハ
ク

マ
ｒ
ノ
ー
片
勿
尭
マ
ｒ
ノ
逗
辛
●
ノ
》
，
し
Ｌ

■
ｂ
Ｂ
▲
Ｉ
Ｂ
Ｕ
■
空
■
■
■
ｇ
■
、
■
６
．０
■
ｒ
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
Ｆ
Ｄ
・
■
Ｂ
■

９
０
０
０
■

■
ｂ
Ｂ
▲
Ｉ
Ｂ
Ｕ
■

1
空
■
■
■
ｇ
■
、
■
６
．

1
０
■
ｒ
■
■
■
■
■
■

＋
■
ｂ
Ｆ
Ｄ
・
■
Ｂ
■

＋
９
０
０
０
■

＋

1

1

1

1

1

ｱｵｷ

燐
ワ

ー■■●＝‐‐■■ Cpq■■トーq■‐｡■1

ｺｱｶｿ

ｺﾝﾃﾘｷ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ﾌﾕｲﾁｺ

ｲ岸．
‐‐⑨●●｡｡。■の｡｡｡■｛■■

ｲﾜﾍｺ

ﾍﾗｼﾀ゙
ｰq■‐‐‐‐4■■bー‐q■一一q■4■｡‐ｰ･‐1■●

ｺｱｶｿ

3
■｡‐■I■

3

３
－
２
－
２

》
一

4

3

3

3

2

ｑ
ｑ
ｄ
Ｏ

ｎ
』
、
叩
》
ロ
”
口
Ⅱ
Ｏ
Ｇ
穴
凹
ｎ
ｍ
》
の
、
叩
司
》
●

ロ
ロ
●
ロ

ロ
一
一
ロ

一
一
一
■

ロ
一
口
ロ

10

１
１
０
１

一1■ロー●‐ﾛ■d■q■●4■q■1■q■q■－0■－0■ー‐●

■
▲
■
■
《
■
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■

１
１
１
０
手
１
１
１
１

１
１
０
１
■
▲
■
■
《
■
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■

１
１
１
０
手
１
１
１
１

１
１
０
１

９
０
０
０

■
▲
■
■
《
■
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■

１
１
１
０

C－－●■

わーq■ー■

壷
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

手
１
１
１
１

車
■
■
ロ

』
ロ
ロ
ロ

一
一
●
ロ

●
守
口
』

■
■
■
”

●
●
今
■

．
●
ロ
■

●
一
つ
■

凸
ｃ
ｃ
●

ロ
一
一
》

《
■
●
●

句
②
ロ
ロ

一
一
一
の

句
ロ
●
■

●
争
一
ロ

。
の
●
口

争
一
一
ロ

●
一
つ
や

参
一
一
参

●
ロ
●
ロ

ロ
一
口
一

一
ロ
●
口

■
ロ
ロ
ロ

ロ
辛
●
一

一
一
口
一

■
ロ
●
■

１
１
１
１
『
・
■
■
日
■
■
■
■
■
■
０
０
０
“
ｆ
Ｏ
Ｏ
ｌ
ｑ可
凸
８
－
８
■
ロ
ー
■

１
１
１
１
『
・
■
■
日
■
■
■
■
■
■
０
０
０
“
ｆ
Ｏ
Ｏ
ｌ
ｑ可
凸
８
－
８
■
ロ
ー
■

ﾔﾏｸ゙ﾜ
ｱｶﾒｶ゙ｼﾜ

ｺﾊ，ンﾓチ
ｽﾀ'シ・イ
ﾂﾙﾆﾝｼ･ン

1

＋

＋

＋

＋

1

1

1

1

1

ﾋﾒﾊ，ライチコ
■
■
■

一
一
つ

口
。
－

口
一
●

口
一
口

●
ロ
ー

●
。
』

●
。
■

一
ロ
毎

■
一
一

●
毎
．

●
●
↑
▲
▼

ロ
？
●
。
口
，
庁
回
ノ

ー
ｈ
勺
ノ
ー
』
釘
“
〃
一
寸
Ａ
ハ

ー
、
ソ
ヅ
ー
、
ｖ
Ｊ
－
甜
竹
ノ

ー
一
一
一
？
一
○
争
川
バ

ー
も
一
ｍ
叩
″
ノ
ー
、
ヤ
キ
０

－
△
ハ
、
一
、
、
『
一
弓
ｖ
ｌ
″

ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ

王
印
－

２
口
２
口
２
－
１

－
一
一

1

２
－
２
－
２
－
２
－
１

垂
圭
一
函

二
■
日
日
▲
の
《
叩
〃
必
》
ｐ
｛
叩
ｑ
叩
》
●
○
ぬ
犯
蜂
○
口
戸
口
』
ロ
“
》

●
■
■
■
＆
一
０
■
■
■
凸
口
Ｇ
■
■
■
■
凸
つ
。
■
日
日
凸
口
●
■
■
■
の

ら
口
●
一

匂
一
口
ロ

ロ
ロ
つ
一

■
■
８
０
１
日

●q■‐‐‐q■一つ‐‐‐‐一つ｡●一一-口q■｡

色今｡q■■

■q■●1■｡

●■、●‐■

、
ロ
●
一

口
『
口
ロ

ロ
一
●
幸

口
一
②
●

■
■
■
、

＠
Ｇ

口
一

●
｝
●

●
●
一
●
●
●
一
一

一
つ
↑
寺

ロ
一
・
一
一
毎

●
。
●
一

一
一

口
一
句
一
口
口

阜
一
一
一
■
■

■
Ｏ
０
０
ｒ
０
０
８
ｄ
０
０
０
二
Ｌ
■
０
－
凸
■
ロ
Ｕ
■
■
■
■
■
■
日
■
ｑ
■

■
０
』
Ｕ
曲
■
■■
ロ
０
》
垂
口
国
Ｕ
ｊ
０
０
０
０
二
Ｌ
■
０
－
凸
■
ロ
Ｕ
■
■
■
■
■
■
日
■
ｑ
■

■
０
』
Ｕ
曲
■
■■
ロ
０
》
垂
口
国
Ｕ
ｊ
０
０
０
０
二
Ｌ
■
０
－
凸
■
ロ
Ｕ
■
■
■
■
■
■
日
■
ｑ
■

ﾃｲｶｶｽ
？－

フ

ﾇｶﾎ゙ｼｸﾘﾊﾗン
ﾊﾅﾐｮｳｶ

ﾋﾒｲﾀﾋ
ﾑヘ

＋

＋

＋

＋

＋

1

1

1

1

1

ｵｵｶﾅﾜﾗﾋ
ﾀ゙ｲｺﾝｿｳ
ﾂﾙﾆｶ゙ｸｻ
ﾂﾙﾆﾝｼ゙ﾝ

ﾉｱｻ゙ﾐ

句

１
－
１

口■

ｌ
－
Ｌ
ｌ

ゆ
■
一
今

ｌ
－
Ｌ
ｌ
－
Ｌ
ｌ

－
》
函
一

。
■
ｑ
■

《
匿
函
叩
》
卓
甸
Ｊ
Ｈ
０
Ｇ
ｎ
〕
《
叩
》
●
《
叩
咽
司
》
一
《
Ⅲ
叩
》

０
■
■
＆
凸
０
■
■
４
－
０
■
■
皿
－
９
日
■
且
一
（
叩
〃
歴
】

句
一
口
口

毎
一
●
一

口
毎
口
一

・
１
１
１
１
Ⅱ
■
１
■
ｑ
■
ｑ
■

０
０
１
０

１
１
１
１

・
１
１
１
１
Ⅱ
■
１
■
ｑ
■
ｑ
■

０
０
１
０

１
１
１
１

・
１
１
１
１
Ⅱ
■
１
■
ｑ
■
ｑ
■

０
０
１
０

１
１
１
１

■
■
■

ロ
一
口

ロ
ロ
ロ

ロ
》
や

■
の
●

■■p■、‐■しq■d■q■｡‐‐q■一口口ロー●q■q■●口

■q■‐4■｡●●。｡■■●4■ﾛ■｡q■口q■｡q■●｡■

■‐■し1■‐｡｡｡●q■‐■、今●‐｡｡●■トロ■1■

１
０
０
１
で
０
０
０
凸
ｐ
Ｏ
Ｏ
８
■
ｒ
Ｏ
０
０
ｏ
ｌＪ
■
▼
凸
■
》
■
■
凸
一
■

１
０
０
１
で
０
０
０
凸
ｐ
Ｏ
Ｏ
８
■
ｒ
Ｏ
０
０
ｏ
ｌＪ
■
▼
凸
■
》
■
■
凸
一
■

１
０
０
１
で
０
０
０
凸
ｐ
Ｏ
Ｏ
８
■
ｒ
Ｏ
０
０
ｏ
ｌＪ
■
▼
凸
■
》
■
■
凸
一
■

ﾔﾌ゙ﾆｯｹｲ ＋ 1 ﾊﾄ'ノキ

ﾋﾅﾀｲﾉｺｽ゙ﾁ
q■つ‐‐q■ﾛ■つ‐q■q■‐q■q■ロ4■1■■1■‐q■‐■

ﾋﾒｲﾀﾋ゙
のq■｡‐｡｡q■q■■■句q■q■q■q■‐｡‐●‐●●■

ﾋﾒﾋｵｳｷ゙ｽ，イセン
ﾌキ

1
１
０
０
０

Ｌ
ｌ
－
ｌ

■
の
申
ひ

1

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
ｌ

申
一
四
一

Ｑ
Ⅱ
日
乙
●
ｎ
百
反
】
●
《
叩
毎
ｍ
》
●
４
刎
時
・
守
戸
匹
『
由
》

ぬ
″
生
》
。
ｎ
口
〆
】
●
《
叩
″
】
口
ｎ
℃
正
】
Ｐ
穴
叩
″
庇
】

口
。
■
●

一
ロ
●
字

句
●
●
●

‐ ｡ ｡ 。 ■ ● ● の ● ● ● ■ ､ 一 一 一 .■ー｡●｡‐●口

■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
』
■
■
二
■
■
一
■
■
凸

１
１
１
０

‐ ‐ ■ ー d ■ 1 ■ ● ｡ ■ の 4 ■ ● ■ D ■ 1 ■q■｡。■‐‐■､■

■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
』
■
■
二
■
■
一
■
■
凸

１
１
１
０

■ーq■‐1■

■●ロー■

■q■｡‐■

『
●
一
●
一
●
●
●
ロ
ロ

ローU■口｡

4■4■q■q■‐一。■旬

｡むつq■ロー■p■

ｱｹﾋ

ｲﾉｺｽ゙ﾁ

Ｌ
ｌ
－
Ｌ
Ｌ
十

■
●
●
■

一
■
■
一

Ｌ
Ｌ
Ｌ
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◎火の河原地区の自然林断面図（高度230m)平成13年5月13日

(コジイ・イタジイ混生群落）

樹木の胸高直径40cm,高さ20m

、

、

監守
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○キンミズヒキ（バラ科）

道ばたや野原に多い多年草，地下茎は太く丈夫，茎は50cmから1rn以上にもなり長い毛が生

えている。葉は互生で奇数羽状複葉，小葉は大きさがふぞろいで裏面に腺点が多い。大きな托葉

がある。7～9月花柄の短い総状花序を立て，黄色で径7～10mmの小花を多数つける。むか

しから竜芽草と呼ばれ，全草を下痢止めや口内炎の治療に利用。金水引という意味。ミズヒキは

タデ科で別種。

○モウセンゴケ（モウセンゴケ科）

日当りのよい酸性の湿地に生える多年草で，6～8月に花を咲かせ，種子もつくる双子葉植物

で，コケの仲間ではない。葉は根ぎわから出て，しやもじ形で腺毛とよばれる毛が生えており，

ここからねばねばした液が出て虫のからだを捕らえ，消化液でとかして吸収して自分の栄養にす

る。このような葉は捕虫葉とよばれる。

○ケンノショウコ（フウロソウ科）

名は「現の証拠」で，この草をせんじて飲むとすぐききめがあらわれるという意味。むかしか

ら下痢止め・腹痛や便秘の薬として利用。多年草で，茎は地面をはうこともあれば立っているこ

ともあり，茎は枝別れし,葉は対生，花弁は美しい紫紅色で5枚。細長いくちばしのある実を結

び，熟すと5つに裂けて種子を勢いよくはじき跳ばす。何mぐらい跳ばすのか実験してみよう。

2rn以上跳ぶこともあるそうだ。実が裂けた後は，おみこしのような姿になるので，ミコシグサ

とも呼ばれる。
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＜城水橋上流左岸＞植物出現種 平成13年7月8日 記録 今井宣弘

(合計97種）

－28－

植物名 個体数
■
１
４
二
Ｆ 直

△
ｇ
グ
ヴ勿名 個体数

■
』
且
■
■ 恒

○
Ｊ
〃
づ 勿名 個体数

オオバコ ＋ ヤブミョウガ ＋ アオキ ＋

ヒメヒオウギズイセソ＋＋ ホウロクイチゴ ＋ ペニシダ ＋十

センニソソウ ＋ イタドリ 十 アオスゲ ＋

ホシ ダ ＋十 ヤブマオ ＋
認

ツルコウジ ＋

エ ビズル ＋＋ トウバナ ＋＋ タラヨウ 十

ヨメナ ＋＋ カヲスウリ ＋ ＋ マダヶ 十

ヨモギ ＋＋ ミツバアケビ ＋ クリノ、ラン ＋

ス スキ ＋＋ チジミザサ ＋＋ ヒノキ 十

ダイ ． ソソ ウ ＋＋ カモジグサ ＋ クロキ 十

スギナ ＋＋ ホラシノブ ＋ ＋ タブノキ 十

アキノタムヲソウ ＋＋ ヤマフジ 十 ミツデウラポシ ＋＋

チゴザサ ＋＋ イ ＋ コナラ 十

ケキツネノポタソ 十 イノデ ＋ ヒトツバ ＋＋

ミゾソバ ＋ ドクダミ ＋ ＋ オオバノトソポソウ ＋

コウガイゼキショウ ＋ クロマツ 十 シラネセソキュウ ＋

ヘクソカズヲ ＋ ﾐコ ソテリギ ＋ ＋ ヒョ ドリバナ 十

ヒメオトギリ 十 トウゲシバ ＋ スイカズラ ＋ ＋

アツポソ ＋ オソ ツツ ジ ＋ アカメガシワ ＋ ＋

ノアザミ ＋ イ タ チ ガ ヤ ＋ マルバジ､ギ ＋

ネジキ ＋＋ セキショウ ＋ ネコヤナギ ＋

ヒメクグ ＋＋ 診、ラツダ ＋ サルトリイバラ ＋

ハチジョウカグマ ＋＋ ヤマビワ 十 ナワシロイチゴ 十十

ゼソマイ ＋十 ホトトギス ＋＋ ナツヅタ ＋ 十

‐ﾏルバウツギ ＋ サソショウソウ ＋ テイカカズラ ＋＋

アラカシ ＋＋ ヘピイチゴ ＋十 ニガカシュウ 十

キブシ ＋ ツポスミレ ＋＋ イヌザソツョウ ＋ ＋

アゼムツロ ＋ ミヤマミズ ＋ ネムノキ 十 十

ヒサカキ ＋＋ コアカソ ＋＋ アキグミ ＋

ウラジロ ＋＋ サネカズラ ＋ アオツヅラフジ ＋

マ メヅタ

セリ

十

＋十

ジワプキ

キジノオシダ

十

十

チドメグサ ＋＋ ヤブツバキ 十

ツルニソジソ ＋ '、クサソポク 十

ゴソズイ ＋ ムサシアプミ ＋



＜城 水橋下流右岸＞植物出現種平成13年7月8日記録堂園友希

1、特に多い出現種（＋＋＋）5種

マ メヅタスギ（植林）フユイチゴヒメ ジョオンヨモギ

2、やや多い出現種(++)50種

キブシコアカソアラカシヌルデヤマフジニガカシュウホシダ

マルバウツギハチジョウカグマネジキミツデウラボシホラシノブコシダ

ゼ ン マイツワブ キイタドリウラジロセリヌスビトハギダイコンソウ

ミズヒキヌカボシクリハランイノデハクサンボクヒサカキテイカカズラ

シケシダサイゴクホングウシダアキノノゲシウシノシッペイヤマイ

ナワシロイチゴエビ ヅル イヌ ビワ オオバコチドメグサヘビイチゴ

イヌコウジュイタチガヤテリハノイバラ アキ ノタ ムラ ソウ ドク ダミ

チヂミザサヒメ バ ラ イ チ ゴ ゲ ン ノ シ ョウコミツバツボクサヘクソカズラ

オンツツジアオキ

3，個体数の少ない出現種（＋）47種

ガマズミクグカエデドコロカラスウリトベラコンテリギアケビ

ホト トギスヤマノイモミツバアケビナガバノモミジイチゴメヤブマオ

サル トリイバラホウロクイチゴトウゲシ バ ハ ナ ミ ョ ウ ガ ベ ニ シ ダ ウ ツ ギ

ヘラシダナガサキシダネズミモチウマノスズクサミゾシダウリノキ

マムシグサオオカナワラビキエビネア リドオシカニクサソクシンラン

アカネコバンモチネムノキオトコエシ オ カ ト ラ ノ オ ミ ゾ ソ バ

ゲジゲジシダヤブイバラススキキンミズヒキヒメワラビクワレシダ

ナガバ ヤ ブ マ オノブキフモトシダオオチドメノアザミ

（合計102種）

アカメがぅ/ワ（こうだいく･さ科）

壷夏～鍬,二流,更
C憂二豆つ山野.塙'冨赫、へ'ノ人家.周虹，切'ﾉ'可ら,た
妾に夛い、

回特I冒春か若葉!ゴホ色やおびる．
→アカxガ、シワ

零華漬.葦'鉱<逗鮫ぱい鈎輌鬼侯い。
夏にえ七つ1寸忍には刺のある実七つ(T.｡蔵や油
るY末小皮がJ<ばげる．
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第2回目調査

く 城水橋下流右 岸 ＞ 植 生 基 本 調 査 平成13年7月8日記録長船由美

1，調査地の位置・環境城水橋下流右岸道路からさらに林道を30mほど登り，スギ植林地

に接した草むら。海抜約250m,方位N,傾斜5度，谷部・斜面・風当たり弱，土壌

褐森，土湿湿，調査面積2×5rn

2，調査結果階層構造B1(高木層）・B2(亜高木層）・S(低木層）共になし

K(草本層)1,20m100%34種

第3回目調査（平成13年9月16日）

＜火の河原新馬立川橋付近＞

森林縁の崖の植生スケッチ

○崖の上部は，イタジイ・タブノ

キの高木（高さ20m),ニガキ・

ネズミモチ・ヤマグワの亜高木が

成育。

○中程から下にかけ，ヤブマオ・

イズセンリョウ・マルバウツギ等

の外に，下垂したフウトウカズラ・

テイカカズラ・シロヤマゼンマイ・

ウラジロが目立つ。

○近くにコバンモチ・センニンソウ・

ダイコンソウ・アカネ・メナモミ・

シケシダ・アラカシが成育している。

識癌苧
⑲/え△国

つ
、
ン
〃
ｙ
ノ
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種名 鱸鞭 種名 館繩 種名 瀧雛

フユイチゴ 33ノブキ 11ノアザミ ＋ 1

ダイ ． ソソ ウ 24ヒメバライチゴ 11ヒメジ ヨ オソ ＋ 1

ススキ 23プモトシダ 11ヘクソカズヲ ＋ 1

アキノタムラソウ 22 ミツバ 11ホシダ ＋ 1

キソミズヒキ 22オオチドメ ＋ 1 ミズヒキ ＋ 1

コアカソ 22オオバコ ＋ 1メヤプマオ ＋ 1

ドクダミ 22オカトラノオ 十 1ヤマノイモ ＋ 1

ナガバノモミジイチゴ 22カエデドコロ ＋ 1ヨモギ 十 1

ヒメワ ヲ ピ 12ゲソノショウコ ＋ 1

イタドリ 11ツケツダ ＋ 1

クワレシダ 11セリ ＋ 1

チヂミザサ 11ツポクサ ＋ 1

ナガバヤブ､マオ 11ニガカシュウ ＋ 1



第3回目調査

く火の河原分校跡～新馬立川橋＞平成13年9月16日 記録前田勉

1、特に多い出現種（＋＋＋）

アラカシ・ツユクサ・ホシダ・ヨメナ・カタバミ・イタドリ・フユイチゴ

2、やや多い出現種（＋＋）

オシロイバナ・ヒナタイノコズチ・アカネ・キツネノマゴ・カラムシ・カラスウリ・ヨモギ・

エノキグサ・マルバツユクサ・ツルボ・オオバコ・トダシバ・ツルコウゾ・ヘクソカズラ・

カエデドコロ・ススキ・ネズミノオ・メヒシバ・イヌホオズキ・スギナ・ヒガンバナ・

ダイコンソウ・ノブドウ・ヤブマオ・コアカソ・ゼンマイ・ホラシノブ・スズメノトウガラシ・

イタチガヤ・コシダ・チゴザサ・クズ・ネムノキ・アキメヒシバ・ウラジロ・アカメガシワ・

ゴンズイ・ネズミモチ・ヒサカキ・サルトリイバラ・シラキ・ハゼノキ・ベニシダ・

マルバウツギ・ヤブツバキ・メヤブマオ・アキノタムラソウ・ミズヒキ

3，個体数の少ない出現種（＋）

ハキダメギク・コミカンソウ・ニシキソウ・ギョウギシバ・ツボスミレ・ヤマカモジグサ・

キカラスウリ・ナワシロイチゴ・オニドコロ・スイカズラ・チャノキ・キンエノコロ・

ソバ・コンニャク・サフランモドキ・コゴメガヤツリ・ヒメクグ・チカラシバ・オヒシバ・

ヤブマメ・ヒデリコ・アキノノゲシ・クグガヤツリ・ハマクサギ・ツルマメ・ヤマイ・

ノキシノブ・カゼクサ・ヨウシュヤマゴボウ・ノブキ・イヌクグ・エビヅル・ツヅラフジ・

マルバアサガオ・サクラタデ・ホソバイヌビワ・アゼムシロ・イヌビエ・ナツヅタ・

タチスズメノヒエ・モウセンゴケ・コケオトギリ・コニシキソウ・ナツヅタ・マメヅタ・

ホトトギス・ツワブキ・ヌスビトハギ・タラノキ・ナガバノモミジイチゴ・ノイバラ・コナラ・

テリハノイバラ・ハクサンボク・ボロボロノキ・ミヤマシキミ・コンテリギ・トベラ・ムベ・

タラヨウ・コバンノキ・ナワシログミ・ナガサキシダ・オトコヨモギ

○イタドリ（タデ科）イタドリの名は，「痛みどり」から出たといわ

れるが，異論もあり，よくわからない。今でも，打ち身や小さなけが
も

には，この葉をよく撰んで患部にすり込む治療をする地方が多いそうで，

そうすると，出血は止まり痛みもとれるという。また漢方では虎杖根
せ ん

といって，根を乾燥し煎じて飲み，健胃・便秘・利尿剤にする。

4～5月頃，若茎をゆでて短冊に切り，酢のもの・マヨネーズあえ
さわ

やてんぷら等にすると，淡泊な酸味が爽やかな春を感じさせてれる。

イタドリは多年性草本，茎は中空の円柱状で1,5mにもなり、紅紫

色の班点があってよく枝分かれする。葉は互生し広卵形で先はとがり，

基部は切形。夏の終わり頃から葉のつけ根に花穂を出し，白色の小花

を無数につける。花びらはないので，白色に見えるのはガクの色である。

雌雄異株で，雌花からは三稜形の果実（ソバに似ている）ができる。
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第4回目調査

く火の河原＞平成13年11月11日（日）記録…種子田美奈子・今井宣弘

観察した植物

アカメガシワ・アキノキリンソウ・アキノノゲシ・アキノタムラソウ・アケビ・アセビ・

アマクサシダ・アツバキミガヨラン（園芸）・アメリカイヌホオズキ・アラカシ（葉の裏にロウ

分，火で確かめる）・イヌホオズキ・イタドリ・イナカギク・イヌビワ・イノデ・イノコズチ・

イタチガヤ（のぎが長い）・イヌコウジュ・イヌザンショウ（トゲが互生，サンショウは対生）・

イワガネ（葉の裏は白）・イシカグマ・エノキグサ・オニタビラコ・オトコヨモギ・オオムラサ

キ・オニヤブマオ・オオエノコロ（エノコログサ×アワ）・オウゴンヒバ（園芸）・カラスザンショ

ウ・カモジグサ・カラスウリ（葉ざらざら，キカラスウリは毛なし照り）・キツネノマゴ・キラ

ンソウ（じごくのかまのふた）・キブシ・キカラスウリ・ギシギシ・クズ・クジャクヒバ（園芸）・

クヌギ・クコ・クサギ（新芽をゆでて食べる）・ゲジゲジシダ・ゲンノショウコ・コニシキソウ・

コメヒシバ・コシダ・コバノタツナミ・コカラスザンショウ（雑種）・コミカンソウ・コアカソ・

ゴンズイ・コンテリギ・サルトリイバラ（方言カカランハ）・ジャゴケ（コケ類）・シロダマ・シ

マスズメノヒエ・スイカズラ（受粉後，花は白から黄色，蜜を吸う甘い）・スズメノカタビラ（ニ

ワホコリとの違いを調べること）・ススキ・センニンソウ・タチシノブ・タヌキマメ・チガヤ（方

言ツバナ，食べる）・チシャノキ（カキノキダマシ，薩摩藩ではカキノキにも税をかけた）・チジ

ミザサ・チドメグサ（パセリの味，刺身のつま）・ツルコウゾ・ツワブキ・テイカカズラ・トウ
つか

バナ・トラノオシダ・ナワシログミ・ナツヅタ・ナギ・ナツフジ（つるが右巻き，掴んだときの

親指の向き）・ニワホコリ・ニガガシュウ・ヌスビトハギ・ネズミモチ・ネムノキ・ノアサガオ・

ハキダメギク・ハナタデ・ハクサンボク・ハハコグサ・ハナカタバミ（園芸）・ヒメヒオウギズ

イセン・ヒノキ（栽培）・ヒサカキ・ヒメバライチゴ・ヒメドコロ（葉は互生，ヤマノイモは対

生）・フユイチゴ・フウセントウワ夕（園芸）・フユヅタ（キヅタ）・ベニバナボロギク（食べら

れる）・ヘビイチゴ・ホシダ・ホウライチク（方言キンチクダケ）・ホラシノブ・ホトケノザ・マ

テバシイ・マユミ・マサキ・マルバウツギ（むかし繭の糸を引っ掛けるのに使った）・ミチバタ

ガラシ・ミゾソバ・ミゾシダ（先端がホシダと違う）・ミツバ（ウマノミツバの方はおいしくな

い）・ムベ・ムラサキシキブ・メダケ・メナモミ・ヤクシソウ・ヤダケ・ヤマノイモ・ヤコウボ

ク（園芸）・ヤマカモジグサ・ヤマビワ（木刀の材料）・ヨメナ・ワラビ

≧

＃ 蕊

鰯 對遜
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＜調査で確認した植物の目録＞（合計410種）

A シダ植物（ 5 0 種 ）

ヒカゲノカズラ科トウゲシバ

イワヒバ科タチクラマゴケカタヒバ

トクサ科スギナ

ゼンマイ科シロヤ マゼンマイゼンマイ

カニクサ科カニク サ

ウラジロ科ウラジロコシダ

ワ ラビ科アマク サシダワラビホラシノブ イ ワ ガ ネ ソ ウ フ モ ト シ ダ

イワガネゼンマイサイゴクホングウシダイシカグマタチシノブ

シノブ 科 タ マ シダ

キジノオシダ科キジノオシダ

オシダ科イノデイワヘゴオオカナワラビコバノカナワラビシケシダ

シロヤマシダヒメワラビベニシダヘラシダホソバカナワラビ

ホシダ ミゾシダゲジゲジシダコハシゴシダセイタカシケシダ

タニイヌワラビナガサキシダヤマイヌワラビヤマイタチシダ

シケチシダクワレシダ

シシガシラ科ハチジョウカグマ

スジヒトツバ科スジヒトツバ

ウラボシ科ヌカボシクリハランノキシノブマメヅタミツデウラボシ

ヒト ツ バ ク リ ハ ラ ン イ ワ ヒトデ

B種子植 物1 ，裸 子植物

イヌマキ科イヌマキナギ

マツ科クロマツ

スギ科スギ

ヒノ キ 科 ヒ ノ キ

2被子植物（1）双子葉植物古生花被区

コ ショウ科フウトウカズラ

ドクダミ科ドクダミ

ユキノシタ科コガクウツギ（コンテリギ）

サワアジサイ

ブナ科 アラ カシ スダジイ（イタジイ）

マテバシイアカガシクリ

ニレ科エノキムクノキ

ホルトノキ科コバンモチ
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(183種）

マルバウッギアジサイ

ツブラジイ（コジイ）クヌギコナラ



イ ラクサ科コアカソナガバヤブマオハ ド ノ キ ヤ ナ ギ イ チ ゴ カ ラ ム シ

イワガネサンショウソウミヤマミズメヤブマオイラクサ

クワ科イヌビワヒメイタビヤマグ ワコウゾツルコウゾクワクサ

オオイタビ

アサ科カナムグラ

モチノキ科タラヨウ

タデ 科 イ タドリミズヒキミゾソバイヌタデツルソバスイバソバ

エゾノギシギシギシギシママコノシリヌグイハナタデサクラタデ

ニ ガキ科ニガキ

キンポウゲ科キツネノボタンウマノアシガタコバノボタンズル

センニンソウ

ヒユ科イノコ ズチヒナタイノコズチ

ボロボロノキ科ボロボロノキ

ミ ツバウツギ科ゴンズイ

モクレン科サネカズラ（ビナンカズラ）シキミ

ナデシコ科ノ ミ ノ ツ ヅ リ オ ラ ン ダ ミミナグサツメクサウシハコベハコベ

ツバキ科サカキヒサカキヤブツバキチャノキ

アケビ科ア ケ ビ ミ ツ バ ア ケ ビ ム ベ

モウセンゴケ科モウセンゴケ

クスノキ科アオモジクスノキシロダモタブノキホソバタブ

ヤブニッケイ

ケシ科タケニグサ

ウルシ科ハゼ ノキヌルデ

マンサク科イスノキ

アブラナ科ナズ ナ タ ネ ツ ケ バ ナ イ ヌガラシ

ミカン科イヌザンショウカラスザンショウミヤマシキミ

トウダイグサ科アカメガシワコバンノキシラキエノキグサニシキソウ

コミカンソウコニシキソウ

キブシ科キブシナンバンキブシ

ニシキギ科マサ キニ シキ ギコ マユミツルウメモドキマユミ

ブドウ科ｴビヅルツタ（ナツヅタ）ノブドウヤブガラシ

セ リ科オオバチドメオオチドメノチドメセリシラネセンキュウ

ツボクサミツバノダケ

ミズキ科アオ キ ク マ ノ ミ ズ キ ハ ナイカダミズキ

オトギリソウ科コケオトギリヒメオトギリ

ウコギ科タラノキヤツデキヅタ（フユヅタ）
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バラ科ダイコンソウナガバノモミジイチゴノイバラヤブイバラ

ヒメバライチゴフユイチゴヤマザクラナワシロイチゴリンボク

キンミズヒ キ テ リ ハ ノ イ バ ラ ヘビイチゴホウロクイチゴ

クサイチゴワレモコウミツバツ チグリ

マメ科ツルマメヌスビトハギネムノキクズヤマフジマルバハギ

ナツフジオオバヌスビトハギヤブマメレンゲソウコマツナギ

ヤハズソウメドハギタンキリマメスズメノエンドウウマゴヤシ

カラスノ エ ン ド ウ シ ロ ツ メ ク サノササゲタヌキマメ

アワブキ科ヤマビワ

グミ科アキグミナワシログミ

アカバナ科アレチマツヨイグサオオマツヨイグサコマツヨイグサ

ツヅラフジ科アオツヅラフジオオツヅラフジ

ヤマゴボウ科ヨウシュヤマゴボウ

ウマノスズクサ科オオバウマノスズクササツマカンアオイ

ウリノキ科ウリノキ

フ ウロソウ科ゲンノショウコアメリカフウロ

スミレ科ツボスミレタチツボスミレ

トベラ科トベラ

ヤナギ科ネコヤナギアカメヤナギ（マルバヤナギ）ヤマヤナギ

オシロイバナ科オシロイバナ

カタバミ科カタバミムラサキカタバミハナカタバミ

（2）双子葉植物後生花被区（95種）

ツツジ科オンツツジ（ツクシアカツツジ）シャシャンポネジキアセビ

ヤマツツジ

モクセイ科ネズミモチ

ヤブコウジ科イズセンリョウツルコウジヤブコウジマンリョウ

ムラサキ科ハナイバナキュウリグサチシャノキ

エゴノキ科エゴノキ

シソ科アキノタムラソウキランソウツルニガクサイヌコウジュトウバナ

カキドオシ（カントリソウ）コバノタツナミホトケノザ

オ オバコ科オオバコ

アカネ科アカネヘクソカズラアリドオシヒロハコンロンカヤエムグラ

サツマイナモリ

ハイノキ科カンザブロウノキクロキ

キツネノマゴ科キツネノマゴ

イワタバコ科イワタバコ

オミ ナ エ シ 科 オミナエシオトコエシ
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キク科オニタビラコジシバリメナモミツワブキニガナノアザミ

ハルジョオンヒメジョオンホソバワダンヤブタバコヨモギ

ヨメナアキノノゲシイナカギクセンダングサヒメヤマアザミ

ヒヨドリバナヌマダイコンハキダメギクヤクシソウノブキ

アメリカセンダングサオオアレチノギクベニバナボロギクノゲシ

タカサブロウオトコヨモギハハコグサセイタカアワダチソウ

スイカズラ科ガマズミスイカズラハクサンボクツクシヤブウツギ

ハマニンドウソクズニ ワトコ

クマツヅラ科ク サ ギ ム ラ サ キ シ キ ブヤブムラサキハマクサギ

キキョウ科ツルニンジンミゾカクシ（アゼムシロ）

ウリ科カラスウリキカラスウリアマチ ャ ズ ル

キョウチクトウ科テイカカズラ

サクラソウ科オカトラノオコナスビ

ハエドクソウ科ナガバハエドクソウハエドクソウ

ナス科イヌホウズキヒヨドリジョウゴクコアメリカイヌホオズキ

ゴマノハグサ科スズメノトウガラシウリクサアゼナムラサキサギゴケ

トキワハゼオオイヌノフグリ

（3）単子葉植物（77種）

イネ科イタチガヤギョウギシバメヒシバオヒシバチガヤアシボソ

ヒロ ハウシノケグサカモジグサススキヒメアシボソホテイチク

ヤダケホウライチクマダケメダケヤマカモジグサイヌビエ

ヤマヌカボウシノシッペイチジミザサササクサエノコログサ

チゴザサカゼクサチカラシバトダシバスズメノテッポウ

キンエノコロネズミノオオギ タ チ ス ズ メ ノ ヒ エ ア キ メ ヒ シ バ

カ ヤツリグサ科カサスゲアオスゲヒメクグヤマイイヌクグ

コゴメガヤツリヒデリコクグガヤツリ

サトイモ科セキショウマムシグサオオハンゲムサシアブミコンニャク

ヒメテンナンショウ

ツユクサ科ヤブ ミョ ウガ ツユ クサ マルバツユクサ

ショウガ科ハナミョウガ

イグサ科コウガイゼキショウイクサイスズメノヤリ

ユリ科コヤブランサルトリイバラノビルソクシンランホトトギス

ツクシショウジョウバカマツルボ

ヒガンバナ科ヒ ガ ン バ ナ サ フ ラ ン モ ドキスイセン

アヤメ科ヒメヒオウギズイセンニワゼキショウオオニワゼキショウシャガ

ヤマノイモ科カエデドコロヒメドコロヤマノイモニガガシュウ

ラン科オオバノ トンボソウコクランボウランキエビネネジバナ

以上
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＜調査結果についての考察＞

火の河原地区は160年前頃，喜入町前之浜から砂鉄を運び，製鉄をしていた場所であり，そ

れが地名の由来でもある。当時は膨大な木炭と燃料のために広い面積の森林が伐採されたと思わ

れる。また近年のスギ植林等によって，この地の山林はほとんど人の手がはいっている。しかし，

いくらか植生が回復している場所では，高さ15mを越すイタジイ・コジイ・マテバシイ・ヤマ

ザクラ・タブノキ・クスノキ等の大木も見られ，南九州を代表する森林の形態を表わしている。

またイノデ・イワヘゴや着生のノキシノブ・クリハラン・サイゴクホングウシダ等のシダ植物

も多く，食虫植物のモウセンゴケが成育する崖のあること，狭い範囲の調査にもかかわらず

410種の植物を数えたこと等とあわせ，かなり自然が豊かに保たれているといえる。

はじめに述べたように，調査地は危険な場所を避けている。したがって出現種にややもの足り

なさを感じるが，二次林を主とした森の概要は把握できたと思っている。

川の上流域は谷が深かったり，浅くても狭く，川に森林や崖が迫っていて河原はほとんどない。

川にはあまり陽があたらず，水はきれいで水温は低く安定している。水流は速く，瀬や淵が出現

し，砂・れきの堆積は少ないが，大きな岩石や滝がある。

昨年度リサーチの八房川では，調査地点が中・下流域で，ヤナギタデ・カサスゲ・ジュズダマ・

キシュウスズメノヒエ・ツルヨシ・クサヨシ等が非常に多く出現した。それに比べ本年度は，こ

れらが全くないか又は非常に少ないこと，それに代りシダ植物とハクサンボク・エゴノキ・アオ

キ・タラヨウ・マルバウツギ等の木本類，ツルニンジン・ミツバアケビ・フウトウカズラ・テイ
つる

カカズラ等の蔓性の植物が多い。

ここのツツジは，ヤマツツジの外にオンツツジ（ツクシアカツツジ）が多い。三つ葉に褐色の

毛が多く生え，朱紅色の花が美しいために，やや乱獲される傾向にあるが，地域の特徴的な植物

でもあり，大切に保護したいものである。

＜感想文･…リサーチに参加して＞

国分市種子田美奈子

「森の自然～錫山の博物館リサーチ」という企画が目にとまる。1年間欠席せずに参加できる

か，地図で見ると錫山がはてしなく遠くに感じられる。でも第一回目は5月13日，マザーズ

Dayである。これは母の日の私へのプレゼントと自分勝手に理由をつけて，参加することにす

る。225号線は幾度となく通った道路ではあるが，これから奥には踏み込んだことはない。毎日

毎日博物館から送られてきた地図と自分のお出かけ用の地図とにらめっこである。

第一回目，坂之上を過ぎて山中へ入っていくと新緑がとても美しい。ああやっぱり参加してよ

かったと緑の中をゆっくりと車を走らせながら思う。分校跡の周辺はまだ植えつけて間もない青

田が広がっている。印象に残っているのは，図鑑やテレビでしか見たことのないモウセンゴケや

経文などを書いて覚えたというタラヨウの葉である。

2回目は午後からの参加，高速道路を利用すればとアドバイスされたが，不安は的中して指宿

スカイラインに乗れず谷山の市街地に出てしまい，今回も迷ってしまう。城水橋に到着したとき

は午後の部は始まっていたが，鹿追川の流れの音を聞きながらの調査でなかなか気持ちがよい。

途中見る稲の株も張り，ネムノキのピンクの花が美しい。
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3回目は子供の運動会で参加できなかったが，2週間後の9月30日に確かこのあたりと歩い

ていると，ホトトギスの花がしっかりと咲いていて嬉しくなる。稲はもう穂がでていた。

4回目最後の調査である。峠の山道を走って火の河原分校跡が見渡せるところにくると，もう

すっかり稲は刈り取られて，秋の気配である。ツワブキの黄色の花が，運転席から手のとどきそ

うなところであちこち咲いて出迎えてくれる。

今回，錫山の自然に触れ，いろんな植物と出あったが，図鑑やテレビでしか見たことのないも

のを実際に自分の目で見るということは感動である。これから，山歩きの楽しみがますます広が

りそうだ。

鹿児島市堂園里枝

初めて博物館の催しに参加しました。私たちの身の回りには，たくさんの植物がありますが，

あまり詳しくないので，名前もわからないものがほとんどです。小さな草にも名前があって，見

ていけばきりがないなあと思いました。これを機会に自然にもっと目を向けていきたいと思いま

す。

伊 敷 台 小 5 年 堂 園 友 希

自然に対して興味はあったけど，山の中に入って調査をするのは，初めてでした。山の中には，

かわいい花や，きれいな花，これも花なの？と思うものもありました。楽しかったのは，いちご

がたくさんあって，それをつんで食べたことです。というよりか，おいしかったです。このこと

をきっかけに，もっと自然に興味をもちました。

伊敷台小3年堂ぞのゆり

わたしは，ぜんぜんしよくぶつの名前をしりませんでした。でも，しゆくぶつさいしゆうで，

いろいろな名前がわかりました。山のことはぜんぜんしらなかったけど，ちょっとわかったきが

します。みえにくい小さな草も，ちゃんと名前があることをしりました。

○ヒメヒオウギズイセン（アヤメ科）

時期…7～8月頃に朱色の花。

場所…日当りの悪いやや湿った所，人家周辺の

山かげ・土手，道路ばたなど。

説明…ヨーロッパで園芸用に作り出された交雑

種で，明治の中頃に渡来したといわれる。

朱色の花が，田植のころから咲きはじめる

ので，コメバナ・タウエバナ・ピーピーグ

サ等の方名で呼ばれる。

ヒメ…小型。ヒオウギ…葉がヒオウギに似

ている。

ズイセン…花がスイセンに似ているの意味。

－38－

趣込



植物班の活動のようす

舌瀞？
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鐸溌:熱‘

第1回5月13日火の河原地区熊ケ岳山麓

､蕊．
再皐浄一蚕…

第 2回7月8日城水橋付近

第3回9月16日火の河原地区林道沿い
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